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日本語教員アシスタントとして中国派遣が決まった時、私は

日本語を教える事よりも日本語の授業を楽しいと思ってもらえ

るようなお手伝いが出来たらいいなと思っていました。例え

ば、「中国の学生は漢文を習うことはほとんどない」「読んでも

難しくて分からない」と以前から聞いていたので分かりやすい

日本語になおして勉強したり、また、日本の文学である和歌を

一緒に創作して発表会をするなど、文法や発音よりも、楽しさ

を追求した授業を目指しました。

その結果、現地の学生だけでなく先生も一緒になって、私の

授業を一生懸命に楽しみながら受けて下さいました。それは、

彼らに日本に対する興味、関心が大きくあったこと。もう一つ

に、中国の学生にもっと日本のことについて知ってもらいたい

と言う私（自身）の熱意が通じたからだと思います。

日本語教員アシスタントという立場は不思議なものでした。

教師でもなく、学生でもない。しかし、時には日本について紹

介をし、日本について学ぶ。何かを教えることで、日本にいて

は知ることのできないものばかりが生徒から返ってきました。

日本語の勉強を教えに行った私が海外の目から見た日本の魅力

と欠点に気づいて帰ってきたのです。

私は今、中国語と英語を学んでいます。今年 月から交換留

学生として 年間東北大学に行く予定ですし、あと数年で国際

化が進むこの社会へ仲間入りをします。この研修で得たものは

必ずこれからの私に活きてくることでしょう。

（ 年度春期日本語教員アシスタント研修生として

協定校東北大学（中国・瀋陽）へ 週間派遣）

留学 研修レポート留学 研修レポート

大阪国際大学人間科学部
国際コミュニケーション学科 年次生 中山 苑香

日本語を教える事で
逆に日本が見えて来た

最近、世界は国境を越えてますます国際化が進められていま

す。昔ながら引き継がれてきた各国の固有な文化や伝統なども

簡単に目にすることができるようになりました。このような時

代の流れに合わせて私も変化していかなければならないと思

い、日本へ留学することを決めました。

私は日本語を習得することによって、その国の国民性や習慣

などを学ぶことができると思います。日本は戦後、不足してい

る資源、戦争の傷跡など様々な問題にもかかわらず、世界に並

ぶ経済大国になりました。それは、ただ日本政府の能力だけで

はなく、日本国民の能力や日本人独特の勤勉性があったからこ

そできたことだと思います。私は、日本人のこういう国民意識

などを日本語を通じて学ぶことができました。今まで出会って

きた日本人のほとんどは“自分の意見や利益より皆が得になる

ことをまず考える”という考え方を持っており、“自分の意見

や考えなどをしっかり主張するべきだ”という文化で育てられ

た私にとっては非常に面白かった反面、衝撃的でした。でも、

これこそが、日本を世界経済大国に導いた原動力ではないかと

思います。

大学を卒業したら、自分が学んできた日本語や英語の能力を

活かせる仕事につきたいと思っています。いつか、世界は一つ

の共同体になるに違いないでしょう。それに合わせて、私は国

際的感覚や語学力を必要とする貿易とか旅行会社などに就職

し、今まで学んできたことで社会に貢献したいと思います。

（韓国・釜山市出身）

大阪国際大学人間科学部
国際コミュニケーション学科 年次生 李 洛柱

これまで学んだ国際感覚や
語学力で社会に貢献

「
学
級
崩
壊
」
と
い
う
用
語
ほ
ど
教

育
者
に
と
っ
て
悲
し
い
も
の
は
な
い
。

そ
れ
は
教
師
と
子
供
と
の
信
頼
関
係
と

い
う
絆
が
た
ち
切
れ
た
瞬
間
を
さ
す
か

ら
だ
。

同
時
に
、
私
は

そ
の
報
告
を
受
け

る
度
に
、
や
る
せ

な
さ
、

み
じ
め

さ
、

怒
り

を

感
じ
て
し
ま
う
。

や
る
せ
な
さ

は
現
場
か
ら
離
れ

て
い
る
現
在
、
自

分
で
は
ど
う
に
も

で
き
な
い
と
い
う

無
力
感
や
焦
燥
感
。

み
じ
め
さ

は

保
護
者
や
世
間
一
般
の
人
た
ち
に
対
す

る
慚
愧
の
思
い
。

怒
り

は
学
級
担

任
を
は
じ
め
当
該
校
の
先
生
た
ち
に
対

す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
思
う
の
も
、
若
き
頃
学

級
経
営
に
全
身
全
霊
を
傾
け
て
き
た
と

い
う
自
負
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
授
業

方
法
の
工
夫
改
善
も
大
切
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
授
業
で
あ
っ
て
も
つ
い
て

き
て
く
れ
る
子
供
や
学
級
集
団
を
つ
く

た
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
今
で
も
忸
怩

た
る
思
い
で
い
る
。

経
書
の
一
つ
、『
大
学
』
に
「
心
こ

こ
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
視
れ
ど
も
見
え
ず
、

聴
け
ど
も
聞
こ
え
ず
、
食
へ
ど
も
其
の

味
を
知
ら
ず
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。

崩
壊
し
た
学
級
の
子
供
た
ち
の
心
は
指

導
す
る
担
任
の
先
生
の
思
い
と
は
か
け

離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
い
く
ら
理
論

だ
っ
た
言
葉
や
小
手
先
の
技
術
だ
け
で

対
応
し
て
も
信
頼
の

絆
は
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
れ
で
は

「
心
こ
こ
に
在
る
」

よ
う
に
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。

そ
れ
は
子
供
が
投
げ

か
け
る
ど
ん
な
曲
玉

（
く
せ
だ
ま
）
や
外

れ
玉
の
言
葉
で
も
正

面
か
ら
受
け
と
め
聞

い
て
や
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
た
か
も
そ

れ
は
能
の
舞
台
で
シ
テ
で
あ
る
亡
霊
や

怨
霊
が
恨
み
、
悲
し
み
、
不
平
不
満
を

ぶ
つ
け
て
狂
っ
た
よ
う
に
舞
う
の
を
、

じ
っ
と
黙
っ
て
聞
き
続
け
、
シ
テ
の
気

持
ち
が
安
ら
い
で
去
っ
て
い
く
の
を
見

届
け
る
ワ
キ
の
役
に
酷
似
し
て
い
る
。

子
供
た
ち
の
語
り
を
ワ
キ
役
の
沈
黙
で

聞
く
こ
と
に
専
念
で
き
る
教
師
の
存
在

こ
そ
学
級
崩
壊
解
消
の
要
諦
で
あ
る
と

考
え
る
昨
今
で
あ
る
。

直

言

に
は
個
々
に
説
得
し
た
り
、
時
に
は
夜

間
に
家
に
出
向
い
て
話
を
し
た
り
し
た

が
直
ら
な
い
子
の
方
が
多
か
っ
た
。
今

か
ら
考
え
る
と
こ
れ
ら
の
子
供
た
ち
に

は
私
が
考
え
た
以
上
に
も
っ
と
複
雑
な

悩
み
や
不
満
、
将
来
へ
の
不
安
な
ど

う
っ
屈
し
た
も
の
が
溜
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
を
も
っ
と
深
く
聞
い
て
や

る
こ
と
も
せ
ず
、
彼
等
の
行
為
を
正
そ

う
と
す
る
こ
と
だ
け
に
目
が
い
っ
て
、

私
の
考
え
を
一
方
的
に
押
し
付
け
て
い

守
口
市
教
育
長

豊
田

修

守
口
市
教
育
長

豊
田

修

心
こ
こ
に

心
こ
こ
に

在
ら
ざ
れ
ば

在
ら
ざ
れ
ば

英
語
コ
ン
テ
ス
ト
（
敬
称
略
）

大
和
田
中
学

（

月

日
）

入
賞
者

暗
唱
の
部

野
口
智
央

宮
原
か
ほ
る

白
倉
和
恵

重
松
未

紗

山
口
い
づ
み

篠
原
千
尋

黒

木
麻
衣（
以
上

）
谷
中
理
子（

）

ス
ピ
ー
チ
の
部

森
本
菜
津
美

楳

田
未
菜

宮

友
梨
（
以
上

）

延
原

彩

大
井
戸
菜
月

谷
口

彩

奥
村
麻
理

松
村

唯（
以
上

）

年
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
「
日
本

の
昔
話
」
桃
太
郎

「
現
代
の
日
本

文
化
」

ホンバン大学 ベ ト ナ ム
ホーチミン市ホンバン大学 ベ ト ナ ム
ホーチミン市

幼
稚
園
絵
画
表
彰
（
敬
称
略
）

「
ぼ
く
も
わ
た
し
も
京
阪
の
、

駅
と
電
車
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
」

入
選

あ
や
め
組

米
谷
育
子

ゆ
り

組

四
方
里
歩

ひ
ま
わ
り
組

門
口

侑
篤

す
み
れ
組

田
中
優
吾

野
崎

大
地

第

回
全
国
教
育
美
術
展

入
選

ひ
ま
わ
り
組

東

治
樹

上

村
う
ら
ら

秋
岡
優
吾

ゆ
り
組

結

南
理
香
子

あ
や
め
組

辻
本
達
歩

松
本
勇
輝

服
部
帆
波

井
上
弥
輝

佳
作

あ
や
め
組

木
島

望

第

回
全
大
阪
幼
少
年
美
術
展

入
選

あ
や
め
組

本
庄
志
温

荒
木

秀
人

ゆ
り
組

眞
浦
弘
基

小
川
大

輝

ひ
ま
わ
り
組

門
口
侑
篤

す
み

れ
組

桝
田
愛
梨

深
井
啓
輔

佳
作

あ
や
め
組

宮
地
い
づ
み

ひ
ま
わ

り
組

西

健
斗

岡
本
唯
希

す
み

れ
組

穂
園
智
子

努
力
賞

あ
や
め

組

青
野
咲
桜

井
伊

葵

森

勇

貴

大
田

凌

森
川
千
咲

内
田
明

日
香

ゆ
り
組

宮
原
美
憂

中
谷
友

佳

ひ
ま
わ
り
組

古
川
駿
佑

松
永

侑
樹

大
野
楓
果

秋
岡
優
吾

荒
西

凪
沙

す
み
れ
組

野
崎
大
地

棚
田

麗
奈

国
際
大
経
営
情
報
学
部

「
資
料
分
析
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

」

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者

（

年
次
生
対
象
）
西
村
政
輝

さ
ん
（
矢
島

彰
ゼ
ミ
）

テ
ー
マ
「

革
命
の
時
代
背
景
の

全
貌

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯

電
話
の
急
普
及
の
理
由

」

（

年
次
生
対
象
）
高
橋
枝
里

さ
ん
（
何

成
業
ゼ
ミ
）

テ
ー
マ
「
サ
ザ
エ
さ
ん
の
影
響
」

提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
阪
国
際
大
学
》

日本語を学ぶホンバン大学生と本学から派遣されたティーチングアシスタントたち

年
創
立
の
ホ
ン
バ
ン
大

学
は
、
日
本
学
科
の
あ
る
ア
ジ
ア
学

部
を
は
じ
め
理
工
系

学
部
、
文
系

学
部
、
学
生
数
は
約

人
、

そ
の
う
ち
日
本
学
科
の
学
生
数
は
約

人
か
ら
な
る
ベ
ト
ナ
ム
で
は

ま
だ
数
少
な
い
私
立
の
総
合
大
学
で

あ
る
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内

ヵ
所
に

校
舎
が
あ
る
が
、
学
生
数
の
増
加
で

校
舎
が
手
狭
に
な
り
、

年

に
は
地
上

階
、
地
下

階
の
新
校

舎
が
竣
工
予
定
で
あ
る
。
新
校
舎
に

は
大
学
施
設
の
他
、
ス
ー
パ
ー
、
書

店
、
診
療
所
、
劇
場
も
あ
り

「

」

日
本
文
化
、
武
道
へ
の
関
心
高
い

日
本
文
化
、
武
道
へ
の
関
心
高
い

と
も
呼
ば
れ
る
複
合
的
な
施
設
と
な

る
。ホ

ン
バ
ン
大
学
の
あ
る
ホ
ー
チ
ミ

ン
（
旧
サ
イ
ゴ
ン
）
は

世
紀
の
後

半
、
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ

れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
軍
は
西
洋
式
の
建

物
を
建
築
し
、
サ
イ
ゴ
ン
は
「
東
洋

の
真
珠
」
と
呼
ば
れ
る
美
し
い
街
並

み
を
誇
る
よ
う
に
な
る
。
現
在
で
も

そ
の
当
時
の
面
影
を
残
し
て
お
り
、

西
洋
と
東
洋
の
混
在
と
い
う
不
思
議

な
魅
力
で
訪
れ
る
観
光
客
を
魅
了
す

る
。本

学
は
ホ
ン
バ
ン
大
学
と

年
に
学
生
交
流
協
定
を
締
結
、
毎

年
、

人
の
学
生
交
換
を
行
っ
て
い

る
（
ホ
ン
バ
ン
大
学
か
ら
は
留
学
生

別
科
に
、
本
学
か
ら
は
日
本
語

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
派

遣
）。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
日
系
企
業

の
進
出
に
よ
り
日
本
語
の
出
来
る
人

材
が
即
戦
力
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
本
学
へ
の
交
換
留
学

は
希
望
者
が
多
く
、
そ
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
優
秀
な
学
生
が
毎
年
派
遣
さ

れ
て
く
る
。

ホ
ン
バ
ン
大
学
で
は
日
本
の
文
化

や
武
道
へ
の
関
心
も
高
い
。
体
育
学

部
に
は
ベ
ト
ナ
ム
で
は
唯
一
の
剣
道

学
科
が
あ
る
他
、
課
外
活
動
と
し
て

空
手
、
合
気
道
、
柔
道
な
ど
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
校
舎
内
に

茶
室
を
設
け
、
日
本
人
講
師
の
指
導

の
も
と
茶
道
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、
本
学
の
学
生
を

日
本
語
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
派
遣
す
る
が
、
日
本
語
だ

け
で
な
く
日
本
の
文
化
、
武
道
な
ど

広
く
紹
介
で
き
る
意
欲
の
あ
る
学
生

に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
提
携
先
で
あ

る
。

（
大
学
・
短
大

国
際
交
流
課

課
長
代
理

田
中

さ
ゆ
り
）

数少ない私立総合大学
年に本学と

学生交流協定
新校舎にスーパー、劇場も

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生

（敬称略）

大
学
・
短
大

学
科
研
修

博
物
館
学
芸
員
実
習
〔
台
湾
・
故
宮

博
物
院
ほ
か
（

月

日

日
）〕

出
口
絵
美

大
塚
美
代
子
（
以
上
国
コ

ミ

）

英
語
教
員
免
許
実
習
〔
ク
イ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（

月

日

月

日
）〕
金
谷
卓
馬
（
国
コ

ミ

）

人
間
健
康
科
学
科

英
語
研
修〔
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
同
）〕
岩

本
祐
一

今
津
貴
司

為
房
亜
矢
子

平
井
里
奈
（
以
上
人
健

）
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ナ
ー
実
習
〔
米
・

、

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（

月

日

月

日
）〕
伊
藤
直
樹

守
屋
孝
昭
（
以
上

人
健

）

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
実
習
〔
同
（
同
）〕
井
上
陽

子

今
堀
智
恵

川
上
ゆ
み
子

木
内

沙
栄
子

栗
野

恵

下
元
梨
菜

上

東
礼
奈

高
尾
真
規
子

竹
田

恵

田

里
美

遠
山
育
美

西
中
綾
香

額
田

咲

畠
中
梨
衣

馬
場
野
佳
代

牧
田
尚
美
（
以
上
ス
ポ
行

）

短
大
国
際
文
化
学
科

短
期
英
語
研
修

〔
豪
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア

カ
デ
ミ
ー
（

月

日

月

日
）〕

安
保
智
子

長
岡
史
子
〔
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・
ポ

リ
テ
ク
ニ
ッ
ク（
同
）〕森

真
理
奈（
以

上
短
大
国
文

）

短
大
幼
児
保
育
学
科
〔
豪
・
木
の
実

幼
稚
園
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（

月

日

月

日
）〕
井
上
加
奈
子

大
木
か
ほ
り

浜
崎
真
理
子

山
田

恵
美
（
以
上
幼
教

）

荒
木
里
菜

井
土
愛
理
沙

尾
崎
絵
里

中
塚
絵
梨

檜
垣
亜
希
（
以
上
幼
保

）

短
大
家
政
科

海
外
異
文
化
研
修

〔
韓
国
・
東
洲
大
学
（

月

日

日
）〕
遠
藤
幸
子

大
西
絵
里

久
世

有
里
子

西
光
由
希
子
（
以
上
家
政

）

春
期
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・
ポ
リ
テ
ク

ニ
ッ
ク
英
語
研
修
（

月

日

月

日
）
善
生
真
央

谷
口
珠
世

寺

西
絵
利
華
（
以
上
国
コ
ミ

）

西
村

有
美

藤
井
千
恵
（
以
上
同

）

内

田
喜
子

藤
岡
直
子

三
村
瑛
子
（
以

上
ス
ポ
行

）

西
尾
加
世

橋
本
侑

子
（
以
上
短
大
国
文

）

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ

ミ
ー
英
語
研
修
（
同
）
坂
部
友
香

松
村
佳
子
（
以
上
国
コ
ミ

）

高
木

美
智
代
（
以
上
同

）

中
村
亜
由
美

（
心
コ
ミ

）

島
岡
優
貴
（
法
政
経

）

尾
張
真
由
美

吉
田
慶
子
（
以

上
同

）

石
田

愛

上
嶋
裕
子

野

愛
（
以
上
短
大
国
文

）

浙
江
万
里
学
院
中
国
研
修
（

月

日

月

日
）
草
島
芳
恵

瀬
理
孝

弘

天
願
未
涼

中
川
沙
希

西
川
愛

美

福
島
裕
太

細
中
美
穂
（
以
上
国

コ
ミ

）

川
真
由
美
（
心
コ
ミ

）

北
島
久
愛
（
人
健

）

盛

弘
貴

森
口
裕
規
（
以
上
経
情

）

佐
々

木
浩
司

増
井
泰
之

藪

弘
二
（
以

上
法
政
経

）

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
研
修
（

月

日

日
）
吉
原
和
人
（
国
コ
ミ

）

浅
野
知
恵
子

谷
内
亜
衣
（
以
上
人

健

）

小
林
美
鶴
（
法
政
経

）

日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
研
修

（

月

月
ま
で
の

週
間
）

〔
中
国
・
東
北
大
学
〕
中
山
苑
香
（
国

コ
ミ

）〔
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
国

際
貿
易
大
学
〕
川
崎
秋
子

佐
々
木

唯
（
以
上
同

）〔
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ン

バ
ン
大
学
〕
守
本
祐
子
（
同

）

米
田
朋
也
（
人
健

）〔
ト
ル
コ
・
エ

ル
ジ
ェ
ス
大
学
〕
出
口
絵
美
（
国
コ

ミ

）

原
田
友
春
（
心
コ
ミ

）

〔
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
〕

井
上
友
里
（
国
コ
ミ

）

北
野
り
え

（
同

）
〔
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

リ
カ
ー
ト
ン
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
〕
松

尾
竜
太
（
同

）〔
韓
国
・
東
洲
大
学
〕

酒
井
悠
希
（
同

）

日
野
勝
仁
（
同

）
滝
井
高
校

豪
・
ツ
ー
ラ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
派
遣

生
（

月

日

月

日
）
長
尾
美

姫

大
橋
マ
ミ

堀
井
明
子
（
以
上

）

伊
藤
政
栄
（

）

加
・
ト
リ
リ
ア
ム
レ
ー
ク
ラ
ン
ド
地

方
教
育
委
員
会
（
提
携
公
立
高
校
）

派
遣
生
（

月

日

月

日
）
永

野
恵
里

平
瀬
綾
夏
（
以
上

）

大
和
田
高
校

豪
・
ジ
ー
ロ
ン
・
グ
ラ
マ
ー
・
ス

ク
ー
ル
（

月

日

月

日
）

今
村
奈
菜
子

永
村
仁
来

前
田
怜
架

谿
口
阿
佐
美
（
以
上

）

り
あ
げ
る
こ
と
が
教
育
の
根
幹
で
あ
る

と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
小
集
団
活
動

を
取
り
入
れ
、
子
供
た
ち
が
自
分
の
生

活
を
語
り
合
い
、
協
力
し
て
学
校
規
則

を
守
り
、
学
級
行
事
を
通
し
て
人
と
の

交
流
を
深
め
あ
う
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
た
。
そ
れ
で
も
私
の
意
図
に
反
発
し

て
勝
手
な
行
を
す
る
子
、
仲
間
に
入
ら

ず
孤
立
す
る
子
、
非
行
に
走
る
子
が
い

つ
も
何
人
か
は
居
た
。
そ
れ
ら
の
子
供
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大
学
院
総
合
社
会
科
学
研
究
科

修
士
課
程

李

喜
清

（
指
導
教
員

山
本

勇
次
）

「
中
国
の
国
有
企
業
改
革
の
現
状
と

課
題

社
会
主
義
思
想
と
資
本
主

義
思
想
と
の
衝
突
ー
」

李
さ
ん
は
、

中
国
の
国
有
企

業
に

年
ば
か

り
働
い
た
実
体

験
に
基
づ
く
事
例
研
究
を
中
心
に
、

中
国
の
国
有
企
業
改
革
に
つ
い
て
、

資
本
主
義
的
自
由
競
争
市
場
に
お
け

る
経
営
合
理
化
や
経
営
効
率
化
の
視

点
か
ら
そ
の
実
態
を
照
射
し
た
論
文

を
ま
と
め
た
。
指
導
に
あ
た
っ
た
山

本
教
授
は
、「
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
重
要

な
学
術
的
業
績
」
と
評
価
す
る
。

「
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
れ
、

経
済
体
制
、
政
治
体
制
の
同
調
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
国
国
有
企
業

も
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
が
、
先
進

諸
国
と
同
調
し
て
い
る
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
経
済
に

悪
影
響
を
与
え
て
い
る
ば
か
り
か
、

世
界
の
他
の
国
々
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
、
李

さ
ん
は
語
る
。

「
問
題
の
核
心
を
つ
か
む
こ
と
は
、

な
か
な
か
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
日
本
語
で
自
分
の
思
い
を

書
き
き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
日
本
語
で
の
表
現
力
が
ま
だ
ま

だ
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
現
地
調
査

に
は
相
当
の
力
を
入
れ
ま
し
た
が
、

有
力
な
資
料
も
少
し
不
十
分
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
論
文
を
ま
と

め
終
え
て
振
り
返
る
。

「
日
本
で
就
職
し
、

年
後
、
会

社
を
作
り
ま
す
！
」
と
言
う
李
さ
ん
、

将
来
の
活
躍
が
楽
し
み
だ
。

法
政
経
学
部
法
政
経
学
科劉

凡

（
指
導
教
員

塩
谷

雅
弘
）

「
中
国
企
業
の
対
外
直
接
投
資
に
つ

い
て
」

海
外
か
ら
の

直
接
投
資
を
受

け
入
れ
、
中
国

が
経
済
成
長
を

遂
げ
て
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
外
貨
準
備
も
世
界
の
国
の
中

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
並
に
多
い
と
い

う
現
状
の
も
と
、
劉
さ
ん
は
、「
今

後
の
中
国
経
済
の
成
長
を
考
え
る
う

え
で
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
中
国

企
業
の
対
外
直
接
投
資
に
つ
い
て
、

現
在
の
中
国
の
対
外
直
接
投
資
は
ど

の
よ
う
な
段
階
に
あ
る
の
か
、
短
期

間
に
中
国
企
業
の
対
外
投
資
が
急
激

に
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
、
今

後
中
国
の
対
外
直
接
投
資
が
増
加
す

る
に
は
ど
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
な
ど
の
問

題
に
答
え
を
見
出
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
」
と
言
う
。

「
現
在
の
と
こ
ろ
、
中
国
は
発
展

途
上
国
の
中
で
は
主
要
な
対
外
投
資

国
だ
が
、
先
進
諸
国
と
比
べ
て
ま
だ

発
展
途
上
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
ま
た
、
中
国
企
業
に
と
っ

て
世
界
市
場
を
攻
略
す
る
に
は
、

も
っ
と
技
術
レ
ベ
ル
を
高
め
、
高
品

質
・
高
性
能
の
製
品
を
供
給
し
、
中

国
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
後
、
人
民
元
が
切
り

上
が
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

中
国
企
業
の
対
外
直
接
投
資
は
ま
す

ま
す
活
発
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
時
間
が
か
か
る
が
、
い
ず
れ

中
国
企
業
の
対
外
直
接
投
資
が
世
界

経
済
を
牽
引
す
る
役
割
を
引
き
受
け

る
で
し
ょ
う
。
中
国
経
済
が
聳
え
立

つ
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
展
望
を

持
つ
。

（

、

）
の
直
接
投
資
の
段
階
的
発
展
仮

説
を
諸
外
国
に
つ
い
て
実
証
す
る
と

と
も
に
、
中
国
に
つ
い
て
も
検
証
し

た
。「
中
国
の
対
外
直
接
投
資
に
対

す
る
研
究
は
比
較
的
少
な
く
、
特
に

先
行
研
究
を
丹
念
に
調
査
し
、
中
国

資
料
や
統
計
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析

に
苦
労
し
ま
し
た
。
指
導
教
員
で
あ

る
塩
谷
先
生
と
何
回
も
個
人
相
談
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
な
に
よ
り
、

母
国
語
で
は
な
い
日
本
語
で
の
作
成

に
は
大
変
苦
労
し
、
何
回
も
計
算
し

直
し
た
り
、
書
き
直
し
た
り
し
て
ま

わ
り
道
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
が
、

い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」。

卒
業
後
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
に
進
む
。

「

法
政
経
学
部
で
学
ん
だ

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
と
学
問
を
基

礎
に
し
て
、
日
中
、
さ
ら
に
は
ア
ジ

ア
諸
国
間
の
架
け
橋
の
役
割
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
法
政
経

学
部
の
先
生
、
職
員
の
皆
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
、
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
り
ま
す
」。

人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

野
口

聡
美

（
指
導
教
員

粕
井

み
づ
ほ
）

「
共
感
性
に
つ
い
て

小
学
生
と
大

学
生
の
比
較

」

心
理
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
の
第

期

生
と
な
る
野
口

さ
ん
。

「
日
々
の
生
活
の
中
で
、
年
齢
に

関
係
な
く
、
他
者
の
気
持
ち
や
周
囲

の
人
の
迷
惑
を
考
え
な
い
人
が
多
く
、

他
者
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
他
者
を
助
け

る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
共
感
性
は
、

年
を
重
ね
る
と
発
達
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
か

調
べ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
、
今

回
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
動
機
を
語
る

野
口
さ
ん
。

家
族
や
学
校
、
地
域
と
い
っ
た
特

定
の
友
人
以
外
と
接
す
る
こ
と
が
少

な
い
小
学
生
と
、
家
族
か
ら
距
離
を

と
り
始
め
、
多
様
な
人
間
関
係
を
通

し
て
様
々
な
経
験
を
し
て
い
る
大
学

生
と
の
情
動
的
共
感
性
と
向
社
会
的

行
動
の
比
較
を
目
的
と
し
、
調
査
を

行
っ
た
。

調
査
対
象
は
、
小
学
生

人
、
大

学
生

人
で
、
情
動
的
共
感
性
尺
度

（
加
藤
・
高
木
、

）
と
向

社
会
的
行
動
尺
度
（
菊
池
、

）
を
用
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
。

「
小
学
生
に
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
予
備
調
査
を
行
い
、
難
し
い

言
葉
を
使
わ
な
い
、
回
答
し
や
す
く

す
る
な
ど
言
葉
や
方
法
を
検
討
す
る

こ
と
が
、
少
し
大
変
で
し
た
」
と
振

り
返
る
。

そ
し
て
調
査
を
通
し
て
、
小
学
生

は
他
者
の
感
情
理
解
が
発
達
す
る
時

期
で
あ
り
、
大
学
生
は
他
の
苦
痛
に

対
し
て
目
を
背
け
て
し
ま
う
時
期
で

あ
る
た
め
、
他
の
苦
痛
に
対
す
る
共

感
性
は
前
者
の
方
が
高
い
。
し
か
し
、

大
学
生
は
、
小
学
生
よ
り
も
助
け
ら

れ
た
経
験
も
多
く
、
他
の
人
々
に
対

す
る
行
動
や
身
体
的
自
己
犠
牲
が
有

意
に
高
い
、
な
ど
様
々
な
結
果
を
導

き
、
考
察
を
行
っ
た
。

「
約

年
を
か
け
て
論
文
を
仕
上

げ
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
毎
日

で
し
た
。
行
き
詰
ま
っ
た
時
に
、
解

決
へ
の
道
を
示
し
て
下
さ
り
、
ご
指

導
下
さ
っ
た
先
生
の
お
か
げ
で
す
。

年
間
の
学
生
生
活
や
卒
業
論
文
を

通
し
て
得
た
、
物
事
を
分
析
す
る
力

を
、
こ
れ
か
ら
も
磨
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
、
成
果
を
実
感
し

卒
業
の
日
を
迎
え
た
。

人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

陳

鴻
輝

（
指
導
教
員

山
本

和
子
）

「
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
名
詞
呼
称

の
相
違
に
関
す
る
研
究
」「

中
国
、
台

湾
、
香
港
な
ど

の
国
や
地
域
で

は
、
外
来
語
を

翻
訳
す
る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
に
勝
手
に
換
え

て
し
ま
い
、
漢
字
の
訳
名
と
し
て
用

い
る
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

同
じ
モ
ノ
や
人
物
で
も
全
く
違
っ
た

漢
字
表
現
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、

様
々
な
漢
字
に
よ
る
名
称
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て
し
ま
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
難
し
く
し
て

い
ま
す
。
意
味
の
ズ
レ
は
驚
く
べ
き

ほ
ど
で
、
筆
談
に
よ
っ
て
意
思
の
伝

達
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
生
じ
て

い
る
ん
で
す
。
こ
の
研
究
で
、
そ
れ

ら
の
相
違
の
要
因
を
明
ら
か
に
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」
と
香
港
出
身

の
陳
さ
ん
は
言
う
。

名
詞
呼
称
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は

多
彩
か
つ
複
雑
で
、「
名
詞
呼
称
を

調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
紛
ら
わ
し
く

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
テ
ー
マ
を
研

究
し
て
大
変
興
味
深
く
感
じ
ま
し

た
」
と
苦
労
を
振
り
返
る
。
論
文
を

書
き
終
わ
っ
た
今
は
、「
情
報
化
社

会
に
入
り
、
社
会
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
に
つ
れ
、
漢
字
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
ま
す
ま

す
活
用
さ
れ
て
い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

違
っ
た
と
こ
ろ
を
一
つ
の
体
系
に
ま

と
め
る
こ
と
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

複
雑
な
漢
字
体
系
に
は
そ
れ
な
り
の

調
和
と
理
論
が
あ
り
、
文
字
の
意
味

と
用
法
が
錯
綜
し
て
い
る
点
に
関
し

て
は
、
漢
字
に
対
す
る
合
理
的
か
つ

柔
軟
な
態
度
で
扱
う
こ
と
が
望
ま
し

い
と
思
い
ま
す
」と
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
の
漢
字
の
扱
い

方
に
対
し
て
、
認
識
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

陳
さ
ん
は
、
卒
業
後
は
大
阪
国
際

大
学
の
大
学
院
経
営
情
報
学
研
究
科

に
進
学
す
る
。

「
漢
字
の
造
語
力
は
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
系
よ
り
優
れ
て
い
る
た
め
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
漢
字
を
処
理
す
る

と
き
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
目
標
と
し
て
は
、

漢
字
処
理
に
力
を
入
れ
、
漢
字
文
化

圏
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
の
間
で
、

相
互
の
漢
字
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
も
っ
と
良
い
方
法
を
探
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
目
標
を
語
っ

て
く
れ
た
。

人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科

森
田

淳
一

（
指
導
教
員

殿
谷

成
子
）

「

リ
ー
グ
と
社
会
人
の
エ
リ
ア

別
シ
ュ
ー
ト
決
定
率
の
比
較
」

サ
ッ
カ
ー
の

社
会
人
リ
ー
グ

「
枚
方

部

リ
ー
グ

枚
方

教
員
団
」
の
選
手
と
し
て
活
躍
す
る

森
田
さ
ん
は
、
所
属
チ
ー
ム
が
よ
り

得
点
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
ど
の
よ
う
な
プ
レ
ー
を
す
れ
ば

よ
い
か
役
に
立
て
れ
ば
と
、
こ
の

テ
ー
マ
を
選
ん
だ
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
を

・

・

の

つ
の
エ
リ
ア
に
分
類
し
、

リ
ー
グ

試
合
と
所
属
チ
ー
ム
の

試
合
を

テ
レ
ビ
録
画
お
よ
び
ビ
デ
オ
撮
影
し
、

エ
リ
ア
別
シ
ュ
ー
ト
決
定
率
を
比
較

し
た
。
ま
た
、
シ
ュ
ー
ト
に
到
る
ま

で
の
プ
レ
ー
を
整
理
し
、
ど
の
よ
う

な
プ
レ
ー
が
よ
り
有
効
な
の
か
を
調

べ
た
。

「
画
像
を
何
度
も
何
度
も
見
直
し
、

ノ
ー
ト
に
シ
ュ
ー
ト
エ
リ
ア
、

シ
ュ
ー
ト
部
位
、
シ
ュ
ー
ト
に
到
る

プ
レ
ー
、
シ
ュ
ー
ト
が
ゴ
ー
ル
の
枠

内
か
枠
外
か
、
ゴ
ー
ル
が
決
ま
っ
た

か
を
書
き
写
し
、
そ
れ
を
エ
リ
ア
別

に
分
類
し
た
り
、
総
本
数
を
出
す
な

ど
し
て
整
理
し
ま
し
た
。
作
業
自
体

も
大
変
で
し
た
が
、
ビ
デ
オ
の
撮
影

も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
っ
て
撮
る
位

置
を
考
え
た
り
、
ボ
ー
ル
の
動
き
を

追
う
の
が
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
」

と
森
田
さ
ん
。

森
田
さ
ん
は
、
こ
の
研
究
結
果
か

ら
、
具
体
的
な
練
習
方
法
の
提
案
に

結
び
つ
け
て
い
る
。

「
所
属
チ
ー
ム
の
み
ん
な
に
報
告

し
、
今
は
得
点
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
出

す
プ
レ
ー
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

苦
労
し
て
ま
と
め
た
こ
と
が
、
チ
ー

ム
の
得
点
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
れ
ば
、

こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
、
成
果
に
期
待
し
て
い
る
。

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

伊
藤

千
晶

（
指
導
教
員

久
保
田

豊
司
）

「
大
学
女
子
ラ
ク
ロ
ス
選
手
の

シ
ュ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
」

日
本
で
の
ラ

ク
ロ
ス
の
歴
史

は
浅
く
、
技
術

に
関
す
る
一
般

的
な
指
導
法
が
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い

な
い
。
本
学
に
も
ラ
ク
ロ
ス
部
が
あ

り
、
活
躍
め
ざ
ま
し
い
が
、
そ
の
メ

ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
伊
藤
さ
ん
が
、

「
後
輩
達
の
技
術
向
上
に
役
立
て
ば
」

と
、
分
析
に
取
り
組
ん
だ
。

試
合
の
勝
敗
を
決
め
る
重
要
な
要

因
で
あ
る
フ
リ
ー
シ
ュ
ー
ト
に
着
目
。

よ
り
速
い
シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
た
め
に

必
要
な
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
分
析
し

た
。
方
法
は
、
本
学
女
子
ラ
ク
ロ
ス

部
を
対
象
に
、
ゴ
ー
ル
正
面
か
ら

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
シ
ュ
ー

ト
を
打
た
せ
、
シ
ュ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

速
度
を
測
定
、
速
さ
に
よ
っ
て
被
験

者
を

群
に
分
け
た
。
シ
ュ
ー
ト
の

動
作
は
、

台
の
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
、
フ
ォ
ー
ム
（
踏
み

込
み
・
捻
り
）
・
重
心
移
動
・
ク
ロ

ス
ヘ
ッ
ド
の
軌
跡
に
つ
い
て
分
析
・

検
討
し
た
。

そ
し
て
、
軸
足
の
つ
ま
先
を
ゴ
ー

ル
に
対
し
て
垂
直
に
向
け
、
深
い
踏

み
込
み
で
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
を
後
方
に

構
え
、
体
幹
の
捻
り
を
利
用
し
な
が

ら
踏
み
込
み
足
へ
ス
ム
ー
ズ
な
体
重

移
動
を
す
る
こ
と
で
、
速
い
シ
ュ
ー

ト
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う

結
果
を
導
き
出
し
た
。

「
分
析
し
た
こ
と
を
文
章
に
ま
と

め
る
の
は
大
変
で
、
先
生
に
何
回
も

直
さ
れ
ま
し
た
。
締
め
切
り
日
の

分
前
に
出
来
上
が
り
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
中
で
フ
ァ
イ
ル
に
閉
じ
て
ギ

リ
ギ
リ
間
に
合
い
・
・
・
（
笑
）」
と
、

伊
藤
さ
ん
。「
速
さ
に
よ
っ
て
、
項

目
ご
と
の
違
い
が
は
っ
き
り
出
ま
し

た
。
分
析
し
て
み
て
初
め
て
わ
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
結
論
は
当
た

り
前
の
よ
う
な
こ
と
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
こ
と
を
意
識
し
て
シ
ュ
ー
ト
を

打
つ
こ
と
で
、
確
実
に
技
術
向
上
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
、
期
待
を
語
っ
て
く
れ
た
。

卒
業
研
究

学
び
の
集
大
成

卒
業
研
究

学
び
の
集
大
成

年
度

大
学
院
と
大
学
各
学
部
生

年
度
卒
業
研
究
が
大
学
院
各
研
究
科
、
大
学
各
学
部
学
科

で
提
出
さ
れ
た
。
自
分
と
向
き
合
い
、
テ
ー
マ
を
絞
り
、
膨
大

な
資
料
と
格
闘
し
、
指
導
教
員
の
厳
し
い
指
摘
の
た
び
に
書
き

直
し
、
発
表
会
に
向
け
て
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
特
訓
と
、

苦
労
の
絶
え
な
い
卒
業
研
究
だ
が
、
学
生
た
ち
は
「
や
っ
て
よ

か
っ
た
！
」
と
誰
も
が
言
う
。
こ
の
経
験
は
必
ず
実
に
な
り
、

社
会
に
出
た
後
で
役
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。
今
回
も
数
多
い
力
作

の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
す
る
。（
敬
称
略
）

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

野
村

彰
、
押
田

雅
麗

（
指
導
教
員

岡
本

容
典
）

「

を
利
用
し
た
講

義
支
援
ソ
フ
ト
の
開
発
」

野
村
さ
ん
、
押
田
さ
ん
の

人
は
、

大
学
に
お
い
て
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

講
義
が
増
え
る
中
、
そ
の
講
義
に
お

け
る
支
援
ソ
フ
ト
を
開
発
し
た
。

「
誰
が
ど
こ
に
座
っ
て
い
る
か
を

把
握
で
き
る
こ
と
に
よ
り
出
席
管
理

を
自
動
で
行
っ
た
り
、
資
料
配
布
を

簡
単
に
行
え
た
り
、
個
々
の
学
生
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
す
る
機
能
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
ソ

フ
ト
の
開
発
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

使
う
こ
と
に
よ
り
、
教
員
は
負
担
が

減
り
、
そ
の
分
講
義
の
時
間
を
多
く

取
れ
る
た
め
、
学
生
た
ち
も
よ
り
充

実
し
た
講
義
を
受
け
ら
れ
る
の
で
は
、

と
考
え
た
の
で
す
」。

講
義
支
援
ソ
フ
ト
を
開
発
す
る
に

あ
た
っ
て
他
の
市
販
ソ
フ
ト
と
は
違

い
、
サ
ー
バ
の
設
置
、
別
途
ソ
フ
ト

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
必
要
と
し
な
い

（

フ
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
か
ら
直

接
起
動
、
保
存
が
で
き
る
）
手
軽
さ

を
目
指
し
た
。

「
ま
ず
は
導
入
時
の
コ
ス
ト
低
減

と
し
て
サ
ー
バ
の
設
置
を
不
要
に
す

る
こ
と
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
の
常
駐
は

そ
の
席
を
使
う
学
生
に
も
情
報
が
流

出
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
か
ら
直
接

ソ
フ
ト
を
起
動
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、

側
に
デ
ー
タ
を

残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ロ
グ

イ
ン
ユ
ー
ザ
名
を
取
得
す
る
と
こ
ろ

が
最
も
苦
労
し
ま
し
た
が
、
コ
マ
ン

ド
ラ
イ
ン
を
使
用
し
、
利
用
者
が
使

い
や
す
い
よ
う
に
出
席
一
覧
の
印
刷

な
ど
の
機
能
を
付
属
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
当
初
目
指
し
て
い
た
機

能
の
大
半
は
実
装
す
る
こ
と
が
で
き
、

完
成
度
の
高
い
ソ
フ
ト
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と

人
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
他
の
学
術

機
関
で
も
使
え
る
よ
う
に
す
る
、
印

刷
プ
レ
ビ
ュ
の
作
成
な
ど
を
あ
げ
て

い
る
。

「
卒
業
研
究
で
、
ソ
フ
ト
開
発
の

醍
醐
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
今
回
作
成
し
た
支
援

ソ
フ
ト
の
よ
う
な
人
々
の
役
に
た
つ

ソ
フ
ト
を
作
成
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
を
目
指
し
た
い
で
す
」
と

将
来
の
目
標
を
定
め
て
い
る
。

月 日に行われた情報系卒業研究発表会で発
表する野村さん（左）と押田さん（右）
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宮
沢
賢
治
の
作
品
を
読
ん
で
い
る

と
、
は
っ
と
す
る
言
葉
と
出
会
う
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
「
は
っ
」
は
、
一

体
な
ん
だ
ろ
う
。
言
葉
自
体
で
は
な

く
、
言
葉
の
向
こ
う
に
あ
る
も
の
は

た
し
か
に
存
在
す
る
。

著
者
は
本
文
で
「
世
界
」
と
「
じ

ぶ
ん
」
が
ひ
と
つ
に
な
る
と
き
、
豊

か
な
内
容
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

と
述
べ
る
。

本
書
は

部
構
成
で
、
感
覚
、
官
能
、

身
体
、
と
い
う
人
間
と
し
て
身
に
つ

け
て
い
る
も
の
た
ち
を
検
証
し
、
宮

沢
賢
治
と
い
う
宇
宙
を
深
層
世
界
と

い
う
領
域
か
ら
解
明
し
て
い
く
。

原
初
の
人
間
は
視
覚
・
聴
覚
・
嗅

覚
・
味
覚
・
触
覚
と
い
う
五
感
を
総

動
員
さ
せ
調
和
を
図
り
な
が
ら
世
界

を
認
識
し
て
き
た
。
そ
れ
が
活
字
と

い
う
道
具
を
も
っ
た
こ
と
で
視
覚
優

先
に
な
り
、
感
官
が
狂
い
は
じ
め
た
。

便
利
さ
と
引
き
換
え
に
現
代
の
私
た

ち
が
失
っ
た
も
の
に
気
付
か
さ
れ
る

と
、
現
代
の
世
界
の
歪
み
も
ま
た
、

身
体
機
能
の
歪
み
の
延
長
で
は
な
い

か
と
思
う
。

ビ
ッ
グ
バ
ン
は
約

億
年
前

に
高
温
・
高
密
度
の
状
態
で
起
こ
っ

た
爆
発
だ
。
こ
こ
か
ら
宇
宙
が
は
じ

大阪国際大学
人間科学部心理コミュニケーション学科教授

松田 司郎（著）
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ま
っ
た
。
宇
宙
論
の
理
論
で
あ
る
こ

の
事
柄
が
、
著
者
に
よ
っ
て
「
解
放
」

と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
、
宮

沢
賢
治
の
宇
宙
は
、
私
と
い
う
も
の

か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
た
場
所
と
な
り
、
そ
し

て
ビ
ッ
グ
バ
ン
は
私
と
い
う
存
在
を

再
生
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
に
な
る
。

賢
治
の
作
品
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言

葉
た
ち
は
、
音
や
匂
い
や
味
や
触
感

に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
心
身
の
バ
ラ
ン

ス
が
く
ず
れ
て
し
ま
っ
た
人
間
に
、

自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
を
追
体
験
さ

せ
る
。
失
っ
て
い
た
五
感
が
鋭
敏
に
、

敏
感
に
そ
の
感
覚
を
取
り
戻
す
と
き
、

内
と
外

「
じ
ぶ
ん
」
と
「
世
界
」

と
の
交
流
が
深
ま
る
。
そ
れ
は
ま
た

宮
沢
賢
治
と
私
た
ち
と
の
幸
福
な
関

係
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

著
者
は『
宮
沢
賢
治
の
深
層
世
界
』

を
は
じ
め
と
す
る
著
書
な
ど
、
賢
治

の
深
層
世
界
解
明
に
立
脚
す
る
多
く

の
研
究
活
動
で
第

回
宮
沢
賢
治
賞

を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
そ
の

世
界
を
更
に
深
め
た
。

（
書
評

宮
沢
賢
治
学
会
理
事

中
野
由
貴
）

・・・・・・・・・・

・
・
・

・
・
・
・

・
・・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・

・・・・・・・・

・
・

・
・
・
・
・
・ ・・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・

『
宮
沢
賢
治

存
在
の
解
放

（
ビ
ッ
グ
バ
ン
）
へ
』

（
洋
々
社

年
）

円

税

新
刊

国
際
大
・
短
大

『
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
の
制
度
設
計

通
貨
危
機
後
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
教
訓
』
法

政
経
助
教
授

塩
谷
雅
弘

共
著

東
京

大
学
出
版
会

円

『
イ
ン
ド
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
光
と
闇

ザ

ビ
エ
ル
と
異
端
審
問
・
離
散
と
カ
ー
ス
ト
』

国
際
大
名
誉
教
授

徳
永

恂

著

新

曜
社

円

『
イ
ラ
ス
ト
で
み
る
最
新
ス
ポ
ー
ツ
ル
ー

ル

』
ス
ポ
行
助
教
授

久
保
田
豊
司

共
編

大
修
館
書
店

円

『
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
語
彙
論
的
研

究
』
短
大
家
政
助
教
授

村
田
菜
穂
子

著

和
泉
書
院

円

『
ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ァ
ス
テ
ス
ト
』
人
健

助
教
授

蛭
間
栄
介

共
訳

ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社

円

『
手
あ
そ
び
百
科
』
短
大
幼
保
教
授

植
田
光
子

編

ひ
か
り
の
く
に

円
『
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
企
業
政
策
』
短

大
国
文
助
教
授

小
林
弘
二

共
編

晃

洋
書
房

円

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

年
次
生
の
福
間
美
保
さ
ん
が
、

月
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
ブ
ッ
ク
『
ぽ
む

の
ひ
と
や
す
み
日
和
』を
出
版
し
た
。

筆
名
は
、
高
校
時
代
か
ら
の
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
で
あ
る

（
ぽ
む
）。

「
日
記
は
大
学
ノ
ー
ト
に
毎
日
書

き
続
け
て
い
ま
す
し
、
絵
も
描
い
て

は
い
ま
し
た
が
、
絵
は
が
き
の
形
に

し
た
の
は
大
学
に
入
っ
て
か
ら
。
広

島
か
ら
出
て
き
て
大
阪
で
の
一
人
暮

ら
し
、
寂
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

そ
の
気
持
ち
を
表
現
し
よ
う
と
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
今
は
も
う
友

達
も
い
っ
ぱ
い
で
き
て
、
寂
し
く
は

な
い
の
で
す
が
。
大
学
祭
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、

枚
ほ
ど
が
ほ
と

ん
ど
完
売
し
た
時
は
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
す
。

そ
し
て
、
初
め
て
の
作
品
集
が
新

風
舎
か
ら
共
同
出
版
さ
れ
、
一
般
書

店
で
も
販
売
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

月

日
小
学
館
か
ら
発
刊
の

『
世
界
と
恋
す
る
お
し
ご
と

国
際

「
ぽ
む
の
ひ
と
や
す
み
日
和
」

「
ぽ
む
の
ひ
と
や
す
み
日
和
」

福
間
美
保
さ
ん
出
版

福
間
美
保
さ
ん
出
版

心
理
コ
ミ

年
次
生

心
理
コ
ミ

年
次
生

日
常
を
素
直
で
切
な
く
、
か
つ
前

向
き
な
視
点
で
切
り
取
っ
て
表
現
し

た
詩
と
絵
は
、
福
間
さ
ん
の
人
柄
が

に
じ
み
出
て
い
る
。
大
学
で
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
す
る
活
発
な

一
面
も
。

「
書
く
こ
と
が
大
好
き
。
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
ん
な
思
い
を
書
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
朗
ら
か
に

語
っ
て
く
れ
た
。

女
子
大
卒
業
生
で
現
在
は
京
都
府

立
京
都
す
ば
る
高
校
（
京
都
市
伏
見

区
）の
教
諭
で
あ
る
野
崎
悦
子
さ
ん
が
、

昨
年
出
版
し
た
詩
集
『
キ
ラ
リ
輝
い

て
』
が
好
評
で
、
地
元
新
聞
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
詩
が
好
き
で
、
高
校
、

大
学
時
代
に
は
書
い
て
い
た
が
、
府

立
高
校
教
諭
と
な
っ
て
か
ら
は
、
忙

し
い
毎
日
で
詩
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て

い
た
。

詩
集
『
キ
ラ
リ
輝
い
て
』

野
崎
悦
子
さ
ん
出
版

女
子
大
家
政
学
部
家
政
科

年
卒

「
定
年
後
の
人
生
を
豊
か
に
過
ご

す
た
め
に
は
、

歳
代
か
ら
趣
味
を

持
た
な
い
と
駄
目
」
と
耳
に
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
詩
人
・
松
井
五
郎

氏
の
作
詞
講
座
で
通
信
教
育
を
受
け
、

年
、「
あ
り
が
と
う
愛
を

歌
謡
祭
実
行
委
員
会
」
主
催

福
祉

歌
謡
歌
詞
募
集
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

そ
の
受
賞
作
品
「
キ
ラ
リ
輝
い
て
」

を
含
む
詩
集
が
昨
年

月
、
文
芸
社

か
ら
共
同
出
版
さ
れ
、
全
国
主
要
書

店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

「
キ
ラ
リ
輝
い
て
」
は
、
作
曲
家

の
中
島
昭
二
氏
が
曲
を
つ
け
て
歌
と

な
り
、
テ
ー
プ
も
市
販
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
詩
集
の
第

章
は
、
野
崎
さ

ん
が
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
る

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
・

の
ラ
イ
ブ
で
感
動
・
勇
気
を
与

え
て
も
ら
っ
た
経
験
を
再
現
し
た
歌

詞
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
詩
を
き
っ
か

け
に
野
崎
さ
ん
自
身
が
、
今
ま
す
ま

す
「
キ
ラ
リ
輝
い
て
」
い
る
。

小
学
館
の

世
界
と
恋
す
る

国
際
協
力
最
前
線
で
の

活
動
ぶ
り
紹
介
さ
れ
る

谷
口
真
由
美
講
師

協
力
の
ト
ビ
ラ
』（
山
本
敏
晴
編
著
）

に
、
国
際
大
法
政
経
学
部

谷
口
真

由
美
講
師
が
登
場
し
て
い
る
。
山
本

氏
が
半
年
間
を
か
け
て
、
国
際
協
力

を
行
な
っ
て
い
る

の
人
や
団
体
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
内
容
を
ま
と

め
た
も
の
で
、
世
界
の
最
前
線
で
活

躍
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
若
い
頃
、

何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て

い
た
か
、
ど
の
よ
う
な
学
歴
・
資

格
・
経
験
が
あ
れ
ば
、
国
際
協
力
の

プ
ロ
に
な
れ
る
の
か
？
な
ど
が
具
体

的
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

大
学
教
員
と
し
て
、
紹
介
さ
れ
て
い

る
谷
口
講
師
は
、
国
際
大
政
経
学
部

（
現

法
政
経
学
部
）
の
卒
業
生
。

在
学
中
は
、
ア
メ
リ
カ
を
放
浪
し
た

り
、
学
生
模
擬

閣
僚
会
議

で
大
臣
を
務
め
る
な
ど
、
元
気
な
国

際
大
生
活
を
過
ご
し
た
後
、
大
阪
大

学
大
学
院
に
進
学
。
国
際
公
共
政
策

研
究
科
博
士
後
期
課
程
で
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

ラ
イ
ツ
を
研

究
し
、
国
連
世
界
女
性
会
議
へ
の
参

加
、
南
ア
フ
リ
カ
で
の

禍
の
調
査
な
ど
精
力
的
に
活

動
し
、
現
在
は
母
校
で
あ
る
国
際
大

で
国
際
法
、
国
際
人
権
法
を
担
当
し

て
い
る
。

資
格
取
得
者
平
成

年
度
後
期
。

（
は
表
彰
対
象
資
格
。
）

敬
称
略

国
際
大

点
以
上

（

含
む
）

経
情

福
島
一
誠

同

大
塚
大
輝

法
政
経

長
谷
川
悠
自

同

多

田
茉
里

心
コ
ミ

田
節
由
希

同

稲
嶺
あ
か
ね

綾
野
友
恵

川
畑

直
也

同

原
田
友
春

国
コ
ミ

上
林
み
わ

同

稲
本
純
子

守
本

祐
子

李

洛
柱

西
川
沙
織

西
村

健

青
砥
茉
由

竹
中

崇

井
上
博

貴

辻
本

子

同

佐
々
木

唯

川
崎
秋
子

水
田
友
梨
恵

宮
崎
邦

啓

福
島
淑
彦

同

藤
原
裕
毅

人
健

大
棚
佳
菜
子

福
島
智
江

同

米
田
朋
也

英
検

級

心
コ
ミ

田
節
由
希

同

川
畑
直

也

国
コ
ミ

上
林
み
わ

同

井

上
博
貴

青
砥
茉
由

北
野
り
え

竹

中

崇

同

坂
部
友
香

同

水

上
裕
貴

人
健

大
棚
佳
菜
子

（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
テ
ス
ト
）

国
コ
ミ

柳
瀬
真
紀

中
国
語
検
定

級

国
コ
ミ

岡
林
晶
子

日
本
語
能
力
試
験

級

経
情

朴

永
鐸

国
コ
ミ

張

丹

陳

華

販
売
士
検
定

級

経
情

松
下
卓
磨

堤

祐
介

梅

原
良
之

同

荒
谷
僚
典

北
岸
孝

太
郎

中
川
知
弘

同

于

宛
鷺

同

有
留
沙
織

浅
野
恭
平

大

塚
大
輝

小
串
竜
一

谷
口
純
也

平

田
圭
佑

藤
沢
力
也

藤
原
直
人

法

政
経

小
平
慎
一
郎

心
コ
ミ

尾

原
未
来

国
コ
ミ

藤
原
昂
司

同

級

心
コ
ミ

舞
筬
明
子

上
田

誠

同

松
本
麻
実

信
木
可
意

森
元

温
子

坂
本
香
菜
絵

上
田
眞
由
美

綿
谷

瞳

国
コ
ミ

中
川
良
太

人
健

西
岡

優

ワ
ー
プ
ロ
検
定

級

心
コ
ミ

岡
井
教
枝

国
コ
ミ

猪

瀬
愛
美

人
健

兵
藤
里
美

同

級

心
コ
ミ

佐
野
由
佳

同

荒
田

恵

小
松
佳
那
子

人
健

筆
田

倫
代

秘
書
技
能
検
定

級

心
コ
ミ

柏

紗
織

村
上
明
美

同

級

国
文

島
田
里
代

前
谷
明
奈

今

谷
久
美
子

北
本

紋

笠
嶋
万
友
美

中
川
智
子

成
山
未
奈

保
科
蓉
子

総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

国
文

西
野
友
実
子

日
商
簿
記
検
定

級

家
政

小
池
英
里
子

国
文

今
谷

久
美
子

大
野
早
百
合

中
越
智
香

秘
書
技
能
検
定
準

級

国
文

谷
本

幸

同

級

家
政

西
野
志
織

国
文

金
田
麻

美

有
岡
真
里

伊
良
皆
夕
紀

垣
本

い
く
み

保
科
蓉
子

ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー

家
政

荒
木
多
未

木
村
友
美

角

田
真
理
子

曽
田
西
会
子

谷

直
美

新
田
香
織

西
村
眞
生
子

林

久

美
子

福
田
瑠
衣

古
舘
佑
子

前
川

純
子

右
寺
美
幸

山
本
由
佳

安
達

さ
ゆ
り

大
茂
麻
美

大
西
絵
理

小

野
由
美

久
世
有
里
子

黒
川
永
美
子

酒
井
理
恵

佐
竹
央
恵

谷
野
由
加

利

新
田
麻
乃

西
光
由
希
子

訪
問
介
護
員

級

家
政

清
水
亜
美

曽
田
西
会
子

谷
村
尚
子

辻
本

恵

西
村
眞
生
子

西
村
祐
香

西
山
博
子

平
太
め
ぐ

み

古
舘
佑
子

保
手
濱
智
子

三
好

亜
耶

山
田
千
裕

山
本
由
佳

北
澤

沙
希

久
世
有
里
子

黒
川
永
美
子

那
智
晴
香

新
田
麻
乃

ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
グ
レ
ー
ド

級
（
演
奏
）

幼
保

魚
島
由
美

カ
ワ
イ
ラ
イ
セ
ン
ス
グ
レ
ー

ド

（
ド
リ
マ
ト
ー
ン
）

幼
教

木
村

優

同
幼
教

川
西
歩
美

山
口
明
日
香

若
山
春
菜

滝
井
高
校

漢
検

級

年
森
山
友
貴

年
今
木
千
鶴

嶋
田
美
里

西
村
有
加

平
田
真
由

近
藤
祐
子

同
準

級

年

田
井
亜
理
沙

増
田
奈
保

宮

下
智
保

山
下
こ
ず
え

小
川

恵

清
水
千
賀

溝
淵
由
利
菜

年

築

山
典
加

津
島
知
里

西
奥
明
香

浜

辺
久
美
子

荒
田
晴
香

江
口
理
恵

兼
松

優

松
尾
衣
里
子

三
島
典
子

耳
野

維

山
口
梨
沙

山
城
美
穂

山
中

萌

内
村
千
晶

大
西

涼

岡

郁
美

柴
原
瑠
美

前
田
尚
子

吉
岡
朋
美

石
本
瑛
理
加

筋
原
由

佳

鈴
木
絵
里
加

牧
野
智
美

吉
田

み
な
み

石
井
彩
香

加
藤
沙
耶

田

平
佳
菜

内
山
安
理

今
田
有
美

坂

木
文
香

鳥
前
聖
香

中
村
朋
美

平

瀬
綾
夏

増
田
有
美

村
田
あ
ゆ
み

年

小
西
彩
可

阿
部
梨
佳

井
本

那
津
美

田
井
小
由
希

中
鶴
穂
波

米
田
美
幸

天
田
千
尋

宮
野
愛
理

岩
田
真
実

増
田
瑞
希

全
商
ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定

級

年
松
野
愛
生

同

級
年
小
早
川
沙
緒
里

年
山
城
美

穂

加
藤
沙
耶

上
野
妙
子

英
検

級

年

林

裕
子

横
山
美
広

矢
野

由
紀
子

田
辺
莉
奈

森
山
友
貴

年

小
川
知
美

佐
藤
ジ
ョ
イ
愛

鳥

前
聖
香

年
増
田
瑞
希
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フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
行
革

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
の
主
催

す
る
第

回
土
光
杯
全
日
本
学
生
弁

論
大
会
に

月

日
、
法
政
経
学
部

年
次
生

登
島
隆
之
さ
ん
が
出
場

し
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
日
本
に
あ
る

火
曜
の
夜
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
生
ホ
ー
ル
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
中
の

軽
音
楽
部
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

「
去
年
ま
で
ラ
イ
ブ
の
会
場
に
し

て
い
た
枚
方
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が
閉

店
し
て
し
ま
っ
て
、
こ
れ
か
ら
探
さ

な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
」。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
れ
た

の
は
、
部
長
の
磯
俣
広
樹
さ
ん
（
法

か
は
努
力
次
第
。
楽
器
は
先
輩
が
親

切
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
に
、
練
習
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
後
も
練
習
の
な
い
日
も
、
仲
間
と

ご
飯
食
べ
に
行
っ
た
り
温
泉
行
っ
た

年（平成 年）
大学 枚方 株式会社トリドールでの外食インターンシップ体験、同

社社内報に掲載
大学 女子大 短大 「個人情報の取り扱いについて」公開
滝井高 吉澤典男教諭、平成 年度教育文化週間大阪府私学教育

功労者表彰式で表彰
大学 枚方 ワンダーフォーゲル部、地元の河川清掃ボランティア
大学 守口 就職活動体験談発表会
大学 短大 京橋駅構内に推薦 期・ 期向け募集広告の掲出
大学 守口 「国際社会と日本文化 」（担当 国際コミ 高橋尚美非

常勤講師）学外授業でお茶会体験
滝井高 撫子会文楽鑑賞
大和田中 高 吹奏楽部、第 ブロック音楽会出演
短大 ひらかた市民合唱祭に幼保のグループ「BANANAN

femmini」出演
大和田中 高 吹奏楽部、東公民館祭出演
大学 枚方 地域連携授業。法政経 松下啓一教授のセミナー bに大

阪府下自治体等職員を招く連続授業（ ）
滝井高 滝井エコ運動、キックオフ宣言
滝井高 りそな銀行 守口・守口土居支店 クリスマスコンサート
滝井高 朝の読書を実施
滝井高 吹奏楽部、学研パレード参加 京都府精華町の「せいか祭」

イベント、国立国会図書館前の大通をパレード
大和田高 男子スキー講習（山形蔵王スキー場）
滝井高 芸術鑑賞 舞太鼓「あすか組」による演奏
短大 「日本ハーバルケアリスト協会」設立記念セミナーで、

家政 喜多雅子助教授がインタビュアー
大学 短大 アコースティックギター部、FM HANAKO『とびだせ

これが青春だ 』に生出演
大学 枚方 国際交流センター 年度後期枚方市内の小学校での国

際理解教育プログラムに今年も留学生参加（ ）
大学 短大 イルミネーションライトアップセレモニー 枚方・守口

キャンパス学友会合同企画
滝井高 「Xmasツリー」と大銀杏の木に「イルミネーション」点

灯
短大 幼保のグループ「BANANAN femmini」、第 回伊丹市民

合唱祭に出演
幼稚園 作品展
大和田高 大和田高校、週刊朝日「名門大学狙うなら、この中高一

貫校」の「関関同立」合格者増加数ランキング 位にラ
ンクイン

大和田中 北河内地区中学校連合音楽会
短大・幼稚園 地域食文化向上昼食会 短大家政の喜多雅子助教授が園

児の昼食会を実施（ ）
滝井高 FM TOKYO、ラジオ取材で来校。DJやまだひさし氏が、

昼休みに放送室をジャック
大和田高 大阪大学大学院工学研究科研究室訪問（創発ロボット・

浅田研究室、知能ロボット・石黒研究室）
大学 守口 短大 守口キャンパス体育会主催、体育祭実施
滝井高 医療法人清翠会牧病院で第 回クリスマスコンサート
大学 枚方 枚方キャンパス軽音楽部・守口キャンパス軽音楽部・枚

方キャンパスフォークソング部合同クリスマスライブ
滝井高 エンカレッジ教育の一環、守口市福祉部障害福祉課を生

徒会役員が、FM HANAKO「おはよう！エンカレッジな
人たち」のため取材訪問

滝井高 校長より保護者にメッセージと銀杏の マス・イルミ
ネーションの写真入りカードを贈る

短大 家政科、クリスマスケーキ作り（ 、 、 ）
大和田中 高 新校舎増築地鎮祭
大和田中 スケート講習会
滝井高 マスコンサート、生徒会主催で開催
大学 短大 女子サッカー部、FM HANAKO『とびだせ これが青春

だ 』に生出演
大学 枚方 サッカー関西学生リーグ 部 ブロック 西中久暁さん

（ ） 得点で得点王
年（平成 年）
学園 新年互礼会
大学 守口 短大 女子ソフトボール部、FM HANAKO『もりかど探偵団』「新

成人に聞く」に生出演
大学 滝井高 大和田中 高 Blossom Concer t the third 開催
大学 枚方 災害と宗教について、読売新聞で、経情 三木 英教授

が語る
大学 枚方 学友会主催 恒例もちつき大会開催
大学 枚方 法政経 退職記念講演会 金子敦郎教授「危機に立つ米

ジャーナリズム」川又良也教授「私はなぜ商法を選んだか」
大学 守口 留学生が古川橋小学校 年生と 日文化交流を体験
短大 大久保中学校区連携推進協議会・短大家政科共催「親子

料理教室」開催。栄養士コース 回生が企画・運営し、
中学生向けのお弁当作り

短大 幼保「身体表現法」谷 玲子非常勤講師ゼミが発表
幼稚園 お弁当教室
短大 家政科「給食管理実習 」校外実習報告会

滝井高 バドミントン部、FM HANAKO『とびだせ これが青春
だ 』に生出演

大学 短大 学生チャレンジ制度報告会
大学 枚方 卒業生 椙本孝思さん（経情 年卒）の小説『THE

CHAT ver 』、前作に引き続きタイで翻訳出版
大学 枚方 広報ひらかたで国際大生が今どきの大学生活を紹介する

“きくFM”『O I U from the students』紹介
短大 幼保体育コース 期生 スポーツ方法論・実習 〔ス

キー〕（ ）
大学 後期留学生別科修了式開催
幼稚園 豆まき
大学 守口 人間科学部各学科卒業研究発表会開催。国コミ・心コミ・

人健で男子学生第 期生も発表（ 、 ）
大学 守口 平成 年度門真市民「運動教室」スポ行 佐々木 弘志

教授研究室の 、 年次生が指導（ ）
大学 短大 女子ラクロス部、FM HANAKO『とびだせ これが青春

だ 』に生出演
短大 併設校入学前懇談会
大学 枚方 情報系卒業研究発表会
短大 家政科 回生 合同学外進路ガイダンス
大学 守口 レジャースポーツ（冬季）学外研修スキースノーボード

研修実施（ ）
大学 守口 スポーツ行動学科スキー実習（ ）
大学 守口 心理コミ 粕井みづほ講師、『せいぶ子育てひろば』（主

催 奈良市生涯学習財団他）で講師。（ 、 、 ）
大学 エンカレッジ講座（担当 東田晋三非常勤講師）、 年

春合宿で終了へ（ ）
大学 枚方 卒業生の廣澤大介さん、くるみ新春コンサート ヴァイ

オリン 声楽の夕べに出演
短大 雪で中止された幼教・幼保「第 回音楽コース演

奏会」を開催、同日卒業演奏会も開催
大学 守口 年レジャースポーツ（冬季）ウィンターリゾート研

修（ ）
大学 守口 スポーツ行動学科アメリカ海外研修（ ）
大学 守口 ハノイ国際貿易大学学長が本学を訪問
滝井高 「情報」授業支援セミナーで藤本雅巳教諭が「テレビ会

議システムを利用したカナダとの交流」と題して講演
短大 朝倉 洋の音楽手帳VOL ほっとタイムコンサート『陽

気な金管アンサンブル』
幼稚園 生活発表会
大学 枚方 大学院総合社会科学研究科 修士課程最終試験、修了パー

ティ
滝井高 女子バレーボール部、FM HANAKO『とびだせ これが

青春だ 』に生出演！
幼稚園 小学校交流
大学 短大 守口キャンパス軽音楽部、FM HANAKO『とびだせ こ

れが青春だ 』に生出演！
滝井高 女子バレーボール部、春高バレー全国大会出場で守口市

長を表敬訪問
大学 守口 短大 リーダーシップトレーニング開催
幼稚園 お別れ会（ ）
大学 短大 学外企業合同説明会、昨年に引き続き開催。（於 梅田セ

ンタービル）
大和田中 オーストラリア研修旅行（ ）
大学 学生チャレンジ制度でモンゴル祭りを実施の“en”（代表

法政経 藤田泰宏さん）世界のお茶の会「ちょっとお茶
しませんか」でモンゴル紹介を企画・実施

大学 “en”淀川区民文化のつどいでゲルくみたて手伝い
大和田中 志賀高原スキー講習（ ）
大学 “en”FM HANAKO に出演、活動紹介
大学 守口 短大 軽音楽部卒業ライブ（ ）
幼稚園 お別れ会
滝井高 女子バレーボール部、春高バレー『春に跳ぶ 縦横無尽

人セッター』として産経新聞（夕刊）に紹介
大学 短大 ダンス部「ジュニアパフォーマンス北河内大会」にゲス

ト参加
大和田高 第 学年 春期学習合宿（ ）
大和田高 第 学年 春季学習合宿（ ）
滝井高 ・ 年生対象学習合宿（ ）
大学 短大 中国の浙江万里学院副院長他が本学を訪問
大学 短大 非常勤講師との教員懇談会
大学 枚方 「産学連携型インターンシップ」（担当 経情 廣田章光

教授）で昨年に引き続き、大阪市産業創造館主催大学生
マーケットリサーチ大作戦！に協力

学園 新入教職員辞令交付式・オリエンテーション・歓迎懇親会
大学 枚方 保護者懇談会・懇親会
大学 守口 短大 保護者懇談会・懇親会
滝井高 全保護者に「校長メッセージカード・春季号」を配布
大学 枚方 法政経公開授業「現代の国際情勢」（ ）
学園 名誉教授称号記（ 付）を金子敦郎氏、川又良也氏、

黒田勝明氏、建部昌弘氏、棚田眞輔氏（以上国際大）、大
浦安弘氏、杉山太郎氏、宇野弘司氏（以上短大）に授与

ヘッドラインニュースヘッドラインニュース
ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動訪

問
訪
問

政
経
学
部

年
次
生
）
と
、
副
部
長

の
畑
中
悠
輔
さ
ん
（
経
営
情
報
学
部

年
次
生
）。

人
の
個
性
豊
か
な

メ
ン
バ
ー
た
ち
を
束
ね
、
ラ
イ
ブ
を

仕
切
っ
て
い
く
の
は
気
苦
労
も
多
い

と
の
こ
と
。
で
も
、
学
生
ホ
ー
ル
は

活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

軽
音
楽
部
の
特
長
を
一
言
で
言
う

と
？

「
と
に
か
く
楽
し
い

初
心
者
入

部
大
歓
迎
。
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
の
演

奏
は
い
い
で
す
よ
。
自
己
満
足
っ
て

言
っ
た
ら
自
己
満
足
や
け
ど
。
初
心

者
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ど
う

仲
間
が
一
番

。
部
室
で
は
じ
け
る
軽
音
楽
部

の
部
員
た
ち

か

な
ど
」

と
磯
俣
さ
ん
。

「
僕
は
、

、
オ
レ
ン
ジ

レ
ン
ジ
、

と
か
」
と
畑

中
さ
ん
。

守
口
に
も
軽
音
楽
部
が
あ
り
ま
す

ね
。「

部
長
同
士
も
仲
が
い
い
し
、
毎

年
、
両
軽
音
楽
部
・
枚
方
の
フ
ォ
ー

他
大
学
と
も
ラ
イ
ブ
で
交
流

部
員

人

演
奏
、
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に

り
ボ
ウ
リ
ン
グ
行
っ
た
り
。
入
部
し

て
、
確
実
に
学
生
生
活
は
楽
し
く
な

り
ま
し
た
ね
」。

ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
演
奏

す
る
ん
で
す
か
？

「
み
ん
な
ば
ら
っ
ば
ら
。
ロ
ッ
ク

あ
り
、

あ
り
、
パ
ン
ク

あ
り
。
自
分
は
パ
ン
ク
で
、

、

と

ク
ソ
ン
グ
部
で
の
合
同
ラ
イ
ブ
も

や
っ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ブ
に
は
卒
業

生
も
来
て
く
れ
る
し
、
縦
と
横
両
方

に
ひ
ろ
が
る
の
が
い
い
で
す
」。

今
後
の
目
標
は
？

「
他
大
学
と
の
交
流
も
多
い
ん
で

す
が
、

大
学
く
ら
い
で
、
大
規
模

な
合
同
ラ
イ
ブ
を
や
っ
て
み
た
い
で

す
ね
」。

国
際
大
・
短
大
（
枚
方
）

軟
式
野
球
部

・

西
日
本
大
学
選
手
権
大
会
に

西
都
大
学
連
盟
第
一
代
表
と
し
て
出
場

ベ
ス
ト

大
学
・
短
大

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

関
西
学
生
新
人
戦

位

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

大
阪
府
学
生
男
女
選
手
権

優
勝

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・

関
西
学
生
秋
季
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
大
会

優
勝
（

年
連
続
）

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

近
畿
選
手
権
大
会

位

・

全
国
選
手
権
大
会
出
場

ベ

ス
ト

進
出

吹
奏
楽
部

・

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
・
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
関
西
大
会

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

・

大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
（
関
西
・
全
国
大
会
予
選
）
銀

賞
・

第

回
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン

ド
コ
ン
サ
ー
ト

大
和
田
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

春
の
高
校
バ
レ
ー
府
大
会

出
場

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

北
河
内
新
人
大
会

優
勝

・

大
阪
中
学
生
新
人
大
会

ベ
ス
ト

・

近
畿
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会

初
優
勝

・

北
河
内
春
季
大
会

優
勝

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰

大学・短大

（
敬
称
略
）

平
成

年
度
後
期

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

江
田
皓
哉
（
法
政
経

）〔
第

回
ブ

ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術
全
日
本
オ
ー
プ
ン

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
ア
ダ
ル
ト
白
帯
ペ

ナ
級
（

以
下
）
優
勝
（

人
中
）

ア
ダ
ル
ト
白
帯
ア
ブ
ソ
ル
ー
ト
（
無
差

別
）
級
優
勝
（

人
中
）〕

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
〔
第

回
関
西

学
生
新
人
戦
大
会

位
〕

女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
〔
平
成

年
度
大
阪
府

学
生
男
女
選
手
権
大
会
優
勝
〕

児
玉

里
穂
（
ス
ポ
行

）〔
第

回
日
本
陸

上
選
手
権
大
会
走
高
跳

位
、
第

回

国
民
体
育
大
会
同

位
、
第

回
西
日

本
学
生
対
抗
選
手
権
大
会
同

位
、
第

回
関
西
学
生
選
手
権
大
会
同

位
、

平
成

年
度
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
指
定
選
手
に
認

定
〕

中
村
有
里
（
同

）〔
第

回

関
西
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

七
種
競
技

位
、
京
都
府
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
同

位
〕

伊
藤

優
（
同

）〔
全
日
本
学
生
陸
上
競
技
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
走
高
跳

位
、
第

回

関
西
学
生
選
手
権
大
会
同

位
、
第

回
関
西
学
生
学
年
別
（

・

年
）
選

手
権
大
会

位
、
和
歌
山
県
選
手
権
大

会

位
〕

川
西
亜
季
（
同

）〔
第

回
関
西
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会

位
、
第

回
関
西
学

生
学
年
別
（

・

年
）
選
手
権
大
会

位
・

位
、
第

回
大
阪
学
生
対
校
選
手
権
大
会

位
・

位
、
第

回

大
阪
選
手
権
大
会

位
・

位
、
平
成

年
度
大
阪
府
民

体
育
大
会

位
〕

平
田
拓

也
（
人
健

）〔
第

回
関
西
学
生
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

部

位
、

守
口
初
の
男
子
卒
業
生
で
男
子
の
主
将

と
し
て
ク
ラ
ブ
に
貢
献
〕

藤
田

恵

（
ス
ポ
行

）〔
第

回
春
季
関
西
学

生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
リ
ー
グ
戦
首
位

打
者
賞
、
同
秋
季
リ
ー
グ
戦
ベ
ス
ト
プ

レ
ー
賞
〕

小
森
千
加
（
同

）〔
平

成

年
度
関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋

季

部
リ
ー
グ
サ
ー
ブ
賞
〕

中
村
か

お
り
（
同

）〔
平
成

年
度
関
西
大

学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季

部
リ
ー
グ
ベ

ス
ト
リ
ベ
ロ
賞
〕

大
垣
あ
す
か

広

本
大
会
で
は
、
残
念
な
が
ら
入
賞

は
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、「
さ
す
が

に
あ
れ
ほ
ど
の
数
の
人
の
前
で
論
じ

る
の
は
か
な
り
緊
張
し
ま
し
た
。
も

う
少
し
原
稿
を
弁
論
用
に
噛
み
砕
い

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
が
、
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

も
の

な
い
も
の
」。
登
島
さ
ん
は

第

次
審
査
に
提
出
し
た
論
文
「
ル

ソ
ー
と
バ
ー
ク
」
で
両
者
の
思
想
の

違
い
と
現
代
日
本
の
あ
り
方
を
論
じ
、

高
い
評
価
を
得
て
弁
論
大
会
へ
の
出

場
と
な
っ
た
。
本
大
会
出
場
者
は

人
で
、
東
京
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
（
東

京
・
大
手
町
）
で
行
わ
れ
た
。

将
来
は
常
に
社
会
問
題
に
目
を
向
け

た
公
務
員
を
目
指
し
た
い
」
と
目
標

を
語
る
。

登
島
さ
ん
は
、
昨
年

月
に
も
産

経
新
聞
「
女
性
天
皇
に
つ
い
て
考
え

る
」
の
投
稿
論
文
で

編
中

編
の
佳
作
の
中
に
選
ば
れ
て
い
る
。

登
島
さ
ん（
法
政
経
）

全
日
本
で
健
闘

第

回
土
光
杯

全
日
本
学
生
弁
論

大
舞
台
で
い
い
経
験

軽軽軽軽軽軽
音音音音音音
楽楽楽楽楽楽
部部部部部部

軽
音
楽
部

枚枚枚枚枚枚枚
方方方方方方方
キキキキキキキ
ャャャャャャャ
ンンンンンンン
パパパパパパパ
ススススススス

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

田

桜

松
尾
菜
央
（
以
上
同

）〔

年
度
関
西
女
子
ユ
ー
ス
選
抜
選

手
と
し
て
ハ
ワ
イ
遠
征
に
参
加
〕

水

島
優
子
（
短
大
幼
教

）〔
大
学
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
選
手
に
選
出

（
代
表
試
合
に
は
ケ
ガ
の
た
め
不
参
加
）、

第

回
春
季
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
リ
ー
グ
戦
首
位
打
者
賞
〕

井
野

直
美
（
短
大
幼
保

）〔
第

回
春
季

関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
リ
ー
グ

戦
ベ
ス
ト
プ
レ
ー
賞
〕

幼
児
保
育
学

科
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
〔
第

回
大
阪

ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
部
一
般
部
門
銅

賞
〕短

大
卒
業
生
の
音
楽
グ
ル
ー
プ

『
ほ
の
ぼ
の
隊
』
が
、

月

日
、

大
阪
府
立
母
子
保
健
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
で
治
療
中
の
こ
ど
も
や
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
「
ほ
の
ぼ
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
た
。

歌
や
合
奏
で
入
院
の

子
ら
を
元
気
づ
け
る

短
大
卒
生
の
「
ほ
の
ぼ
の
隊
」

メ
ン
バ
ー
は
、
幼
児
教
育
科
卒
業

生

人
と
国
際
文
化
学
科
卒
業
生

人
。
幼
児
保
育
学
科

中
川
保
子
助

教
授
、
大
和
千
穂
非
常
勤
講
師
も
友

情
出
演
し
、
当
日
集
ま
っ
た

人
の
方
々
の
前
で
、
卒
業
生
た
ち
は
、

練
習
を
重
ね
た
歌
や
合
奏
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
を
熱
演
し
た
。

看
護
士
の
方
か
ら
は
「
日
頃
あ
ま

り
反
応
が
な
い
こ
ど
も
も
嬉
し
そ
う

な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
瞬
間
が
あ

り
ま
し
た
。
や
は
り
音
楽
は
い
い
で

す
ね
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
。

『
ほ
の
ぼ
の
隊
』
は
、
音
楽
を
通

じ
て
何
か
活
動
で
き
た
ら
と
、
卒
業

生
ら
が
結
成
。
月

、

回
日
曜
日

に
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
り
練
習

し
て
い
る
。
今
春
卒
業
し
た
学
生
も

新
た
に
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
活
動

の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

元気になってと、歌を披露する「ほのぼの
隊」

別
途
記
事
掲

（
載
は
省
略
。

）

敬
称
略
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平
成

年
度
学
生
募
集
は
、
大
学

（

学
部
）・
短
期
大
学
部（

学
科
）

そ
れ
ぞ
れ
入
学
定
員
を
越
え
る
入
学

者
を
確
保
で
き
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
年
度
当
初

に
掲
げ
た
目
標
数
に
は
達
し
な
か
っ

た
学
科
も
あ
り
、
平
成

年
度
入
試

に
向
け
て
の
課
題
を
残
す
結
果
と

な
っ
た
。

大
学
入
試
を
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
変
化
し
て
お
り
、
景
気
の
低
迷
、

就
職
難
の
影
響
を
受
け
、「
国
公
立

志
向
」・「
学
部
選
択
に
お
け
る
資
格

志
向
」・「
併
願
受
験
者
の
減
少
」
と

い
う
流
れ
の
中
、
推
薦
入
試
全
般
に

お
い
て
は
、
志
願
者
数
が
大
学
で
前

年
比

％
、
短
期
大
学
部
で
は

前
年
比

％
と
一
定
の
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
こ
と
は
、
高
校
内
で
実
施
さ

れ
る
説
明
会
・
各
都
市
で
開
催
さ
れ

る
進
学
相
談
会
、
そ
の
他
の
積
極
的

な
広
報
活
動
が
功
を
奏
し
た
も
の
と

滝
井
高
校
で
は
、
生
徒
の
さ
ま
ざ

ま
な
進
路
希
望
を
実
現
す
べ
く
、
普

通
科
、
国
際
科
の

科
、
普
通
科
に

は

コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る
。
こ

れ
に
加
え
、
本
年
度
は
入
試
成
績
上

位
者
に
対
す
る
特
待
生
制
度
を
新
設

た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
エ
ク

セ
レ
ン
ト
コ
ー
ス
を
中
心
に
、
学
力

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
に
結
び
つ

く
こ
と
に
な
り
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
。
併
願
者
が
増
え
て
、
併
願
者
戻

り
は
昨
年
度
を
上
回
っ
た
が
、
最
終

的
に
募
集
定
員
（

人
）
の
確

高
等
学
校
で
は
、

歳
人
口
の
減

少
と
公
立
高
校
志
向
と
い
う
状
況
は

今
年
度
も
変
わ
ら
ず
、
私
立
高
校
を

と
り
ま
く
現
状
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
も
の
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
、
行
き
た
い
学
校
の
人
気
は
非
常

に
高
く
競
争
率
に
も
明
白
に
現
わ
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
本
校
で
は
、

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
行
き
た
い
学

校
の
第
一
条
件
は
や
は
り
進
学
実
績

が
大
き
い
こ
と
を
考
慮
し
、
生
徒

個
々
の
進
路
希
望
が
叶
う
こ
と
に
最

大
の
目
標
を
お
い
て
い
る
。
平
成

年
度
は
、
男
子

期
生
が
卒
業
し
、

進
路
結
果
が
注
目
さ
れ
た
が
、
神
戸

大
学

、
大
阪
市
立
大
学

を
は
じ

め
地
元
近
畿
を
中
心
に
国
公
立
大
学

、
関
関
同
立
大
は
、
の
べ

と
い
う
過
去
最
多
の
合
格
数
を
み
た
。

オープンキャンパス、
オープンスクール予定

大学（枚方キャンパス）
月 日 、 月 日 、

大学・短大（守口キャンパス）
月 日 、 月 日 、
月 日 、 月 日

滝井高校
月 日 、 月 日

大和田高校
月 日

大和田中学
月 日

ま
た
、
男
子
生
徒
数
の
増
加
を
目
標

に
教
養
コ
ー
ス
（
女
子
の
み
）
を
募

集
停
止
し
、
理
数
・
英
数
・
国
際
の

コ
ー
ス
制
に
移
行
し
全
コ
ー
ス
男

女
共
学
校
と
し
て
生
徒
募
集
に
あ

た
っ
た
。
教
養
コ
ー
ス
の
募
集
停
止

に
よ
り
志
願
者
数
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
た
が
、
専
願
志
願
者
は
、
女
子
は

昨
年
並
み
、
男
子
が

人
増
と
な
り
、

併
願
志
願
者
数
も
、
男
子
で
前
年
よ

り

人
以
上
の
増
加
と
な
っ
た
。

入
学
者
数
は
、
男
子

人
、
女

子

人
、
合
計

人
で

年
連
続

人
を
超
え
る
結
果
と

な
っ
た
。

中
学
校
で
は
、
高
校
以
上
に
「
行

き
た
い
学
校
」
の
意
識
は
高
く
、
近

畿
統
一
受
験
日
設
定
の
影
響
も
あ
り
、

大
き
く
志
願
者
数
を
減
少
さ
せ
て
い

る
学
校
も
多
い
。
本
校
で
は
、

年

一
貫
を
よ
り
強
調
し
、
入
試
科
目

科
目
制
へ
移
行
さ
せ
る
な
ど
に
よ
り
、

DATA 平成 年度 入試結果DATA 平成 年度 入試結果
大
阪
国
際
大
学

大

学

院

志願者 受験者 合格者

経営情報学研究科
博士課程
修士課程

総合社会科学研究科 修士課程

大
阪
国
際
大
学

大

学

院

大
阪
国
際滝井

高
等
学
校

専 願 併 願
志願者数 合格者数 志願者数 合格者数

普
通
科

アカデミック（標準）
チャイルドケア（幼児保育進学）
ナーシング（看護進学）
エクセレント（特進）
国 際 科

次
次

合 計

大
阪
国
際滝井

高
等
学
校

大
阪
国
際

大
和
田
高
等
学
校

普 通 科
専 願 併 願

志願者数 合格者数 志願者数 合格者数
理 数
英 数
国 際

次
合 計

回し合格者含む

大
阪
国
際

大
和
田
高
等
学
校

大
阪
国
際

大
和
田
中
学
校

志願者数 合格者数
次
次

合 計

大
阪
国
際

大
和
田
中
学
校

大
阪
国
際
大
学

学部・学科
推薦入学選考 一般入学選考

志願者 受験者 合格者 志願者 受験者 合格者
経営情報学部
法政経学部
人間科学部
心理コミュニケーション学科
国際コミュニケーション学科
人間健康科学科
スポーツ行動学科

学部総計

志願者、受験者には、第 志望の合格者数を含む。

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

学科・コース
推薦入学選考 一般入学選考

志願者 受験者 合格者 志願者 受験者 合格者
栄養士
生活文化
家政科 計
保育
音楽
体育
幼児保育学科 計
観光・国際
流通・経営
情報・メディア
国際文化学科 計

合 計

志願者、受験者には、第 、第 志望の合格者数を含む。

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

大
阪
国
際
大
学
編
入
学

学部・学科 志願者 受験者 合格者
経営情報学部
法政経学部
人間科学部
心理コミュニケーション学科
国際コミュニケーション学科
人間健康科学科
スポーツ行動学科

学部総計

大
阪
国
際
大
学
編
入
学

平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項

平
成

年
度

入
試
を
振
り
返
っ
て

平
成

年
度

入
試
を
振
り
返
っ
て

推推推推推推推推
薦薦薦薦薦薦薦薦

大大大大大大大大
学学学学学学学学
短短短短短短短短
大大大大大大大大
とととととととと
もももももももも
成成成成成成成成
果果果果果果果果

推
薦

大
学
短
大
と
も
成
果

厳
し
か
っ
た

一
般
入
学
選
考

大
学
・
短
大

言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
計
画
通
り
に
進

ん
で
い
た
推
薦
入
学
選
考
に
比
べ
、

一
般
入
学
選
考
の
志
願
状
況
は
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
極
め

て
厳
し
い
も
の
で
、
大
学
で
は
約

％
も
の
大
幅
な
減
少
と
な
っ
た
。

中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
で

は
、

年
度
に
大
学
・
短
大

受
験
者
数
が
入
学
者
数
と
同
数
と
な

り
、「
全
入
時
代
」
に
突
入
す
る
と

予
測
し
て
お
り
、
今
年
度
入
試
以
上

に
厳
し
い
と
予
測
さ
れ
る
次
年
度
入

試
に
つ
い
て
は
、
十
分

な
対
策
と
さ
ら
な
る
協

力
体
制
の
確
立
が
必
要

で
あ
る
。

今
後
と
も
皆
様
方
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
大
学
・
短
大
入
試
・

広
報
部

課
長
代
理

藤
井

重
喜
）

特
待
生
制
度

を
新
設

ナ
ー
シ
ン
グ
コ
ー
ス
専
願
者

倍

滝
井
高
校

し
充
実
を
図
っ
た
。
こ
れ
ら
を
受
験

生
、
中
学
校
、
学
習
塾
に
対
し
昨
年

度
以
上
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。
し

か
し
、
全
体
と
し
て
、
公
立
志
向
、

共
学
志
向
の
厳
し
い
環
境
の
下
で
、

受
験
生
は
併
願
者
が
昨
年
度
よ
り
増

え
た
も
の
の
、
専
願
者
が
微
減
と

な
っ
た
。
本
年
度
の
特
記
的
な
点
と

し
て
、
第
一
は
、
ナ
ー
シ
ン
グ
（
看

護
進
学
）
コ
ー
ス
の
専
願
者
が
約

倍
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
、
第
一
期
卒
業
生

の
看
護
専
門
学
校
へ
の
進
学
実
績
が

極
め
て
良
か
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
目
に
特
待
生
制
度
の
充
実
に
よ

り
エ
ク
セ
レ
ン
ト
（
特
進
）
コ
ー
ス

の
併
願
者
が
約

倍
に
増
加
し

保
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
来
年
度
は
、

大
阪
府
公
立
高
校
の
学
区
再
編
か
ら

厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
が
、
本

校
は
更
に
社
会
的
存
在
感
を
高
め
て
、

募
集
力
強
化
を
図
り
た
い
。

（
滝
井
高
校

校
長

中
田

碩
也
）

募
集
人
員
上
回
る
新
入
生

高
校
は
、男
子
入
学
生
が

割
超
え
る

意
欲
の
高
い
受
験
生
が
さ
ら
に
増
加

し
、
志
願
者
総
数

人
（
前
年

度
よ
り

人
増
）、
入
学
者
も
前
年

度
を
上
回
る

人
と
な
っ
た
。

来
年
度
は
、
今
以
上
に
「
行
き
た

い
学
校
」
と
な
る
よ
う
に
、
中
・
高

共
に
改
革
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

大
和
田
中
・
高
校

教
頭

河
井

康
宏
（
募
集
・
進
路
担
当
）

毎
年
恒
例
の
国
際
大
経
営
情
報
学

部

市
川
ゼ
ミ
・
韓
ゼ
ミ
・
田
窪
ゼ

ミ
合
同
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
の
株
主
総

会
が
、

月

日
、

教

室
・
韓
研
究
室
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
井
上
ゼ
ミ
、
岡
本
ゼ
ミ
、

下
條
ゼ
ミ
か
ら
も
加
わ
り
、
合
計

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

大
学
で
学
ん
だ
経
営
学
の
知
識
が

総
合
的
に
試
さ
れ
る
こ
の
ゲ
ー
ム
。

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
方
針
に
基
づ
き
目

標
達
成
の
た
め
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

し
、
こ
の
日
の
発
表
と
な
っ
た
。

発
表
を
聞
く
側
は
、
株
主
の
視
点

で
「
販
売
能
力
の
読
み
が
高
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
？
」「
な
ぜ
こ
の
品

質
改
良
費
で
、
材
料
原
単
位
が
こ
こ

ま
で
落
ち
る
と
読
ん
だ
の
か
？
」

「『
株
主
へ
の
配
当
の
た
め
』
と
い

う
わ
り
に
は
利
益
の
内
部
留
保
額
の

ほ
う
が
多
い
の
は
な
ぜ
か
？
」
な
ど

厳
し
い
質
問
を
ぶ
つ
け
、
経
営
者
に

説
明
を
求
め
た
。

ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
韓

ゼ
ミ

年
次
生
の
協
力
に
よ
り
、
ス

ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信
に
よ
る
ネ
ッ
ト

中
継
も
実
施
。
離
れ
た
研
究
室
か
ら

の
質
問
に
本
会
場
の
発
表
者
が
答
え

る
様
子
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
配
信
さ

れ
た
。

経
情
学
部
の
合
同
ゼ
ミ

ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム

「
株
主
総
会
」

厳
し
い
質
問
もネット中継も行いながら進められた株主総会

大
和
田
中
高
校

選考種別（略称） 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

修
士
課
程

一次
経営情報学研究科

月 日（火） 月 日（木） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（火）
総合社会科学研究科

二次
経営情報学研究科

月 日（木） 月 日（木） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（金）
総合社会科学研究科

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ 月 日（木） 月 日（木） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（金）

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

推

薦

月 日（月） 月 日（金） 月 日（祝 土） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

推 薦 期
月 日（月） 月 日（水）

月 日（水） 日（木）
月 日（水） 月 日（木） 月 日（水）

内 部 推 薦 月 日（水）

推 薦 期

月 日（木） 月 日（金）

月 日（土） 日（日）

月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）帰 国 生 徒
月 日（日）

社 会 人

推 薦 期 月 日（月） 月 日（月） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（木）

一

般

一 般 日 程 月 日（火） 月 日（金） 月 日（土） 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

セ ン タ ー 試 験 利 用 月 日（火） 月 日（金） 独自試験なし 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

一 般 日 程 月 日（月） 月 日（木） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（月） 月 日（金）

一 般 日 程 月 日（火） 月 日（月） 月 日（土） 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

一般入試等の上記出願期間については、期間最終日が金曜日の場合は翌週月曜日、それ以外の曜日の場合は翌日に限り守口キャンパス持ち込みの
み受け付ける。 留学生編入（協定校）は、 月 日（水） 日（月）までに小論文を提出。 短期大学部のセンター試験利用は、家政科のみの実施。

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

大
阪
国
際
大
学

選考種別（略称） 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

推

薦

月 日（月） 月 日（金） 月 日（祝 土） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

推 薦 期
月 日（月） 月 日（水）

月 日（水） 日（木）
月 日（水） 月 日（木） 月 日（水）

内 部 推 薦 月 日（水）

推 薦 期

月 日（木） 月 日（金）

月 日（土） 日（日）

月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）帰 国 生 徒
月 日（日）

社 会 人

留 学 生 （内 部） 月 日（水） 月 日（水）
月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（木）

推 薦 期 月 日（月） 月 日（月）

一

般

一 般 日 程 月 日（火） 月 日（金） 月 日（土） 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

セ ン タ ー 試 験 利 用 期 月 日（火） 月 日（金） 独自試験なし 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

留 学 生 期 月 日（月） 月 日（月） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

一 般 日 程
月 日（月） 月 日（木）

月 日（木）

月 日（金） 月 日（月） 月 日（金）セ ン タ ー 試 験 利 用 期 独自試験なし

留 学 生 期 月 日（月） 月 日（月） 月 日（木）

一 般 日 程
月 日（火） 月 日（月）

月 日（土） 日（日）
月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

セ ン タ ー 試 験 利 用 期 独自試験なし

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学
編
入
学

選考種別（略称） 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

留 学 生 編 入 （協 定 校） 月 日（月） 月 日（木） 試験日は設けない。 月 日（金） 月 日（月） 月 日（火）

内 部 編 入 期
月 日（月） 月 日（水） 月 日（水） 月 日（水） 月 日（木） 月 日（水）

指 定 校 編 入 期

一 般 編 入 期
月 日（木） 月 日（金） 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

社 会 人 編 入 期

留 学 生 編 入 （内 部） 月 日（水） 月 日（水） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（木）

留 学 生 編 入 期 月 日（月） 月 日（月） 月 日（土）
月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

内 部 編 入 期 月 日（火） 月 日（金） 月 日（日）

内 部 編 入 期

月 日（月） 月 日（木）
月 日（木） 月 日（金） 月 日（月） 月 日（金）

指 定 校 編 入 期

一 般 編 入 期

社 会 人 編 入 期

留 学 生 編 入 期 月 日（月） 月 日（月）

大
阪
国
際
大
学
編
入
学



第41号GLOBAL MIND（学報）（7） 平成18年（2006年）5月31日

父の跡継ぎ日々精進の毎日
シートカバー、梱包資材など産業資材を取り扱う株式会社ヨシテックを開業し、

はや 年が経とうとしています。先代社長であります父からバトンタッチしたのは、

平成 年 月のことでした。私が中国へ出張に出掛けているときに、体調を崩し、

入院を余儀なくされていた父は突然容態が悪化しそのまま亡くなってしまいました。

帰国後、社長に就任することとなったのです。その当時を振り返ると会社として

個人としても大変な時期ではありましたが、本当に数多くの人達に助けられ、その

際感じたのは、OIUで学んできたことの中で人と人との繋がりの大切さを改めて教

えられたと同時に今、自分にとって良い経験をさせてもらっていると感じています。

近年、情報化社会が進むにつれてよりいっそう時代のスピードが加速していく中、

顧客ニーズも多様に、また日々変化していく中でお客様から、より正確に情報を得

て、その情報をいかせるような企業体質になることが重要になります。

経営者になった自分にとって初めての経験ばかりだったので試行錯誤の連続でし

た。これからもそれは続いていくとは思いますが、多くの経験を積み重ね、日々精

進し満身創痍、従業員一同よりいっそう努力していく所存です。

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

年
卒

株
式
会
社
ヨ
シ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役吉

井

篤

社会人になっても毎日が勉強
私は、パソコンスクールのアビバでインストラクターとして勤務しています。パ

ソコンのインストラクターになろうと思ったのは、短大で学んだ、パソコンを使う

楽しさや技術、知識をいろんな人に教えたいと思ったからです。

アビバではパソコンの使い方や、資格を取得していただけるように指導をしてい

ます。約 年間勤務してきて、インストラクターというのは、ただ教えるだけでは

なく、どれだけ生徒さんにわかりやすく指導をするか、どれだけ楽しんで通ってい

ただくかを考えなくてはいけないことがわかってきました。教える内容も、テキス

トだけではなく、生徒さんの疑問や質問にも答えられるようにしておかなければい

けません。それにパソコンは日々進歩していきますので、毎日勉強をしておかなけ

ればいけません。

勉強、勉強と大変そうに思いますが、仕事内容はとても楽しいです。毎日たくさ

んの生徒さんと会います。毎時間笑いが絶えません。笑いがない仕事は、とてもさ

みしいですし、生徒さんも退屈になってしまいます。私は、ただ単に教えるだけで

はなく、楽しく、明るく、そしてパソコンのスキルを磨いていただけるようにと心

がけています。生徒さんからの「ありがとう」や「先生のおかげです」という言葉

を聞くと、とてもうれしくなります。頑張っている生徒さんに負けないよう、私も

頑張ります。

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

国
際
文
化
学
科

年
卒

ア
ビ
バ

泉
佐
野
校

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

坂
口

弥
生

OB・OGレポートOB・OGレポート

平
成

年
度
の
就
職
状
況
を
振
り

返
る
と
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
、
大

卒
求
人
倍
率
が

か
ら

に

上
昇
し
、
求
人
数
も
約

万
人
増
え

た
た
め
（
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研

究
所
）、
複
数
の
内
定
を
取
得
す
る

学
生
が
増
え
、
内
定
取
得
数
平
均
は

社
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
就
職
環
境
が
少
し
好

転
し
て
き
て
お
り
、
本
学
も
平
成

年

月
卒
業
の
就
職
状
況
は
、
卒
業

生
に
占
め
る
就
職
希
望
者
率
が
、
大

学

％
・
短
期
大
学
部

％

で
、
就
職
内
定
率
（
就
職
希
望
者
に

占
め
る
内
定
者
率
）
は
、
大
学

％
・
短
期
大
学
部

％
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。

こ
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、
就

職
希
望
者
率
が
例
年
の
全
国
平
均

（
お
よ
そ
大
学
が

％
前
後
・
短
大

が

％
前
後

文
部
科
学
省
・
厚
生

労
働
省
調
査
）
と
比
べ
て
も
、
高
い

数
字
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

こ
れ
は
、「
な
に
を
や
り
た
い
の

か
わ
か
ら
な
い
！
」
と
い
う
理
由
で
、

大
学
卒
業
後
の
進
路
決
定
が
先
送
り

に
な
り
、
大
切
な
新
卒
時
の
就
職
活

動
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
に
乗
り
遅

れ
、
最
近
問
題
視
さ
れ
て
い
る
ニ
ー

ト
・
フ
リ
ー
タ
に
な
る
傾
向
の
対
策

と
し
て
、
本
学
が
、
低
学
年
次
生
か

ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
キ
ャ
リ
ア
教

育
科
目
の
単
位
化
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

講
座
の
充
実
等
）
に
近
年
、
力
を
入

れ
て
き
た
成
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
世
間
に
お
い
て
は
、
リ
ク

ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
長
大
久

保
幸
夫
氏
の
著
書
の
中
に
あ
る
よ
う

に
、「
学
卒
時
に
新
入
社
員
と
し
て

正
社
員
採
用
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
そ
の

会
社
で

代
後
半
を
迎
え
る
人
は
卒

業
後
働
く
人
の

割
程
度
に
過
ぎ
な

い
。（
中
略
）
新
卒
時
に
正
社
員
と

し
て
採
用
さ
れ
る
人
が

割
強
。
そ

の
う
ち

割
は

年
以
内
に
離
職
し

て
し
ま
う
か
ら
だ
。
逆
に
言
え
ば
、

過
半
数
が
そ
れ
以
外
の
多
様
な
道
筋

で

代
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
」
就
職
環
境
は

「
内
定
」
向
け
毎
日

ひ
た
す
ら
走
っ
た

日
本
通
運
株
式
会
社

国
際
大

人
間
科
学
部

心
理
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

平
野

弘
樹

就
職
活
動
は
、
内
定
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
、
毎
日
ひ
た
す
ら
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
共
に
走
り
続
け
た
旅
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
は
就
職
活
動
の
た
め
に
ま
ず
自

己
啓
発
を
し
た
こ
と
、
そ
し
て
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
数
々
の
企
業
を
研
究
し

行
動
し
た
分
だ
け

チ
ャ
ン
ス
ふ
え
る

枚
方
信
用
金
庫国

際
大

法
政
経
学
部

矢
田

隆
信

私
が
就
職
活
動
を
始
め
た
の
は
、

回
生
の

月
か
ら
で
す
。
内
定
通

知
を
頂
い
た
の
が

回
生
の

月
で

す
の
で
、
私
の
活
動
期
間
は
、
準
備

段
階
も
含
め
る
と

年
数
ヵ
月
に
な

り
ま
す
。
就
職
活
動
の
ス
タ
ー
ト
は
、

回
生
の

月
か
ら
始
め
ら
れ
た

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
座
に
、

ほ
ぼ
全
て
参
加
す
る
こ
と
で
し
た
。

活
動
期
間
中
に
私
が
特
に
力
を
入

就職希望者率 全国平均上回る就職希望者率 全国平均上回る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果

内
定
率
も
高
い
数
値
を
維
持

年
高
校
の
進
路
状
況

年
高
校
の
進
路
状
況

好
転
し
、
就
職
は
し
易
く
な
っ
た
も

の
の
、
ま
だ
ま
だ
若
年
層
を
取
り
巻

く
働
く
環
境
は
厳
し
い
。

今
後
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

就
職
活
動
に
関
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
の

指
導
は
も
と
よ
り
、
学
生
が
希
望
進

路
を
早
期
決
定
で
き
る
よ
う
に
更
に

支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
卒
業

後
の
変
動
す
る
社
会
ニ
ー
ズ
の
中
か

ら
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね

て
い
く
「
人
間
力
」
が
、
身
に
つ
く

よ
う
な
指
導
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

（
大
学
・
短
大
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

係
長

石
原

勝
次
郎
）

本
校
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
高

大
垂
直
連
携
も

年
目
を
迎
え
、
内

部
推
薦
進
学
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
在
籍
者
の
内
、

％
が
内
部
進
学
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

短
期
大
学
進
学
者
の
ほ
と
ん
ど
が
系

列
大
学
へ
の
内
部
進
学
と
な
っ
て
い

る
。普

通
科
エ
ク
セ
レ
ン
ト
コ
ー
ス
・

国
際
科
の
大
学
進
学
希
望
は
、
例
年

同
様
語
学
系
が
多
い
。
今
年
度
は
語

学
系
以
外
に
社
会
学
分
野
に
広
が
り

内
部
進
学
大
幅
ふ
え
る

ナ
ー
シ
ン
グ
コ
ー
ス

全
員
が
希
望
分
野
に

を
見
せ
て
い
る
。

ナ
ー
シ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

在
籍
者
全
員
が
希
望
分
野
へ
の
進
学

が
決
定
し
た
。
特
に
看
護
専
門
学
校

の
合
格
率
は

％
に
達
成
し
た
。

今
後
が
楽
し
み
で
あ
る
。
看
護
大
学

へ
の
合
格
も
目
指
す
よ
う
に
し
た
い
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
進
学

コ
ー
ス
先
の
多
様
化
が
み
ら
れ
た
。

就
職
に
関
し
て
は
、
希
望
者
全
員

が
内
定
し
た
。
た
だ
、
当
初
よ
り
フ

リ
ー
タ
ー
希
望
の
生
徒
が
数
名
お
り
、

保
護
者
共
々
繰
り
返
し
指
導
は
し
た

が
、
最
後
ま
で
就
職
活
動
の
指
導
に

の
ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
早

期
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

確
立
を
考
え
て
い
き
た
い
。

本
校
の
場
合
、
コ
ー
ス
設
定
の
関

係
も
あ
り
、
進
路
の
多
様
化
が
見
ら

れ
る
が
、
今
後
も
き
め
細
か
い
指
導

を
心
が
け
た
い
。

（
滝
井
高
校

朝
長

純
子
）

私
大
志
向
が
定
着

早
大
、
薬
大
に
も
合
格
者

新
課
程
に
よ
る
初
の
入
試
と
な
っ

た

年
度
入
試
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験

の
リ
ス
ニ
ン
グ
導
入
な
ど
様
々
な
話

題
を
提
供
し
た
が
、
本
校
の
進
路
実

績
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
国
公
立
大
学
は
、
神
戸
大
学

名
を
は
じ
め
、
筑
波
大
学
、
京
都
工

芸
繊
維
大
学
な
ど

人
で
あ
り
、
関

関
同
立
の
合
格
数
は

（
関
西

大

、
関
西
学
院
大

、
同
志

社
大

、
立
命
館
大

）
で
あ
っ
た
。

関
西
大
学
の
合
格
数
は
年
々
確
実
に

伸
び
て
き
て
い
た
が
、
今
年
は
遂
に

を
突
破
し
た
。
産
近
甲
龍
の

月

日
、ラ
イ
テ
ィ
ホ
ー
ル（
東

大
阪
市
）
で
行
わ
れ
た
第

回
大
阪

ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
（
主
催

大
阪
府
合
唱
連
盟
）

に
、「
大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

幼
児
保
育
学
科
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
」
が
初
出
場
し
、
見
事
銅
賞
を
受

賞
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
同
学
科

中
川
保

子
助
教
授
担
当
「
音
楽

」「
ソ
ル

フ
ェ
ー
ジ
ュ
」
の
受
講
生
で
あ
る
音

楽
コ
ー
ス

人
、
保
育
コ
ー
ス

人

の
有
志
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
部
・
一
般

に
最
年
少
で
参
加
し
、
谷
川
俊
太
郎

詩
、
寺
嶋
陸
也
作
曲
の
「
明
日
」
他

を
演
奏
し
た
。
初
め
て
の
コ
ン
テ
ス

ト
だ
っ
た
が
、
若
さ
と
個
性
あ
ふ
れ

る
演
技
で
会
場
の
空
気
を
一
変
し
、

審
査
員
か
ら
も
大
き
な
拍
手
を
得
た
。

合
格
数
は

（
京
都
産
業
大

、
近

大

、
甲
南
大

、
龍
谷
大

）
で
、

い
わ
ゆ
る

私
大
へ
の
志
向
が
定
着

し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
早

稲
田
大
学
の
合
格
も
あ
り
、
昨
年
は

合
格
の
少
な
か
っ
た
薬
学
部
も
、
岐

阜
薬
科
大
学
を
は
じ
め
、
神
戸
学
院

大
学
、
同
志
社
女
子
大
学
、
摂
南
大

学
な
ど
で
合
格
が
出
た
。
卒
業
生
の

総
数
が

人
と
少
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
十
分
な
結
果
と
言

え
な
く
も
な
い
が
、
や
は
り
国
公
立

大
学
へ
の
進
学
者
の
増
加
、
理
数
系

の
合
格
者
の
増
加
と
い
う
目
標
に
は

ま
だ
ま
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
校

の
男
子
生
徒
が
飛
躍
的
に
増
え
る
来

年
度
入
試
に
は
、
よ
り
一
層
の
飛
躍

を
望
み
た
い
。
な
お
、
大
阪
国
際
大

学
に
は

人
、
大
阪
国
際
大
学
短
期

大
学
部
に
は

人
が
進
学
し
た
。

（
大
和
田
高
校
進
路
部

主
任

佐
々
木

律
子
）

コ
ン
テ
ス
ト
に
初
出
場

短
大
幼
児
保
育
学
科
声
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
メ
ン
バ
ー

就
職
奮
戦
記

就
職
奮
戦
記

れ
て
き
た
こ
と
を
、

点
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

面
接
試
験
で
の
元

気
な
挨
拶
・
礼
儀
作
法
・
誠
実
な
対

応

関
心
の
無
い
分
野
の
企
業
説
明

会
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る

等
の
模
擬
試
験
は

回
だ
け
で
な

く
複
数
回
受
け
る

誰
に
で
も
、
疲

れ
て
つ
ら
い
時
期
が
あ
る
時
こ
そ
自

分
を
励
ま
し
、
地
道
な
努
力
を
怠
ら

な
い

お
礼
状
を
書
く

に
関
し
て

は
、
枚
方
信
用
金
庫
を
受
験
し
た
際
、

各
選
考
後
直
ぐ
に
お
礼
状
を
書
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
ど
の
く
ら
い
影
響

し
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
本
当

に
「
入
り
た
い

」
と
い
う
気
持
ち

が
あ
れ
ば
、
自
然
に
創
意
工
夫
し
た

行
動
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

就
職
活
動
に
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
行
動
し
た
分
だ
け
チ
ャ
ン
ス

が
増
え
る
の
は
確
か
で
す
。
し
か
し
、

就
職
は
厳
し
い
現
実
と
の
戦
い
で
す
。

時
に
は
、
不
安
で
夜
も
眠
れ
な
い
日

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
後
輩
の
皆
様

が
、
立
ち
は
だ
か
る
様
々
な
困
難
を

突
破
さ
れ
て
、
就
職
活
動
に
大
勝
利

さ
れ
る
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
し
ま

す
。

た
こ
と
、
興
味
を
持
っ
た
企
業
は
も

ち
ろ
ん
、
少
し
で
も
気
に
な
る
企
業

が
あ
れ
ば
訪
問
し
た
こ
と
な
ど
、
予

定
の
詰
ま
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
が

懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
言
葉
が
抜
け
な
い
自

分
を
改
め
よ
う
と
、
学
外
研
修
を
受

け
に
行
き
学
習
し
た
こ
と
や
ア
ル
バ

イ
ト
先
で
店
長
に
訓
練
を
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
、
普
段
の
生
活
で
も
意

識
し
て
言
葉
を
発
し
た
こ
と
が
、
自

信
に
繋
が
り
ま
し
た
。

就
職
活
動
を
通
じ
て
、
普
段
の
学

生
生
活
に
は
無
い
貴
重
な
経
験
を
し
、

自
分
自
身
に
磨
き
が
か
か
っ
た
と
感

じ
る
と
同
時
に
、
多
く
の
糧
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

就
職
活
動
が
終
わ
っ
た
今
、
ゼ
ミ

の
先
生
に
よ
る
ご
指
導
や
仲
間
か
ら

の
応
援
、
そ
し
て
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

滝

井

高

校

大

和

田

高

校

平成 年度平成 年度
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